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は
じ
め
に

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
前
開
削
し
た
十
七
川
紀
初
頭
の
ロ
ン
ド
ン
。
テ
ム
ズ
川
市
山
に
は
い
く
つ
も
の
劇
場
が
旭
ち
政
ぴ
、
山
側
劇
文
化
が
大

き
な
喰
を
聞
か
せ
た
。
し
か
し
、
そ
の
劇
場
の
内
部
で
前
じ
ら
れ
た
芝
厨
の
様
子
を
揃
い
た
絵
は
、

ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
た
ま

た
ま
ロ
ン
ド
ン
を
旅
し
て
い
た
一
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
知
人
に
送
っ
た
手
紙
の
中
に
、

ロ
ン
ド
ン
で
見
物
し
た
ス
ワ
ン
座
の
芝
居
風
討
を

摘
さ
と
め
て
い
る
の
が
唯

一
の
州
祝
で
あ
り
、
そ
の
他
に
は
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
時
代
の
劇
場
の
内
部
構
造
を
伝
え
る
絵
耐
資
料
は
全
く

知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
引
き
将
え
、

日
本
の
前
刷
巾
ん
は
数
多
く
の
絵
耐
資
料
で
彩
ら
れ
て
い
る
。
宗
教
州
や
円
仙
協
同
を
中
心
と
す
る

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
絵
阿
に
対
し
、

H
本
の
美
術
で
は
風
俗
間
の
伝
統
が
脈
々
と
受
け
縦
が
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
演
劇
よ

り
も
遥
か
に
成
立
が
遡
る
能

・
狂
言
に
つ

い
て
も
、
十
六
世
紀
に
遡
る
画
証
が
多
く
残
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
能
楽
研
究
の
分

49 

野
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
絵
州
資
料
を
川
い
た
研
究
は
、
必
ず
し
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
歌
舞
伎
の
分
貯
で
は
、

諏
訪
お
雄
『
歌
紙
付
伎
の
州
証
史
的
研
究
』
(
附
削
凶
卜
九
年
。
飛
鳥
昨
日
)
を
は
じ
め
と
し
て
、
災
に
数
多
く
の
研
究
桃
山
側
が
あ
り
、
人
形
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却

浄
璃
璃
の
分
野
で
も
、
舞
台
構
造
に
注
目
し
た
「
人
形
浄
瑠
璃
舞
台
史
』
(
平
成
三
年
。
八
木
壮
一
u
庖
)
な
ど
、
絵
画
資
料
に
基
づ
く
優
れ
た

研
究
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
能

・
狂一
.d
の
研
究
者
は
、
絵
阿
資
料
の
利
川
に
は
必
ず
し
も
限
械
的
に
取
り
組

ん
で
は
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
欧
M
M
伎
や
人
形
浄
閉
山
川
と
迫
っ
て
、

能
の
場
合
、

卜
h

ハ
併
記
後
半
に
な
る
と
ほ
ぼ
現
行
と
川
じ
い
削
川
が

山
一
応
消
し
て
お
り
、

絵
州
資
料
に
捕
か
れ
た
前
能
の
川明
日間
が、

す
で
に
現
行
の
能
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
い
う
点
が

m山
の
.
っ
と
し

て
準
げ
ら
れ
よ
う

現
有
は
出
じ
ら
れ
て
な
い
お
同
の
か
ぶ
さ
刷
り
を
克
明
に
揃
い
た
絵
州
資
料
と
は
、
州
ぷ
と
し
て
の
点
桜
山
が
只
な

る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
は
も
っ
ぱ
ら
、
能
舞
台
の
変
遷
や
、
能
興
行
の
具
体
的
な
機
子
を
窺
う
資
科
と
し
て
絵
柄
が
朋

い
ら
れ
て
き
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
3

し
か
し
、
能

・
狂
言
と
絵
爾
と
の
関
わ
り
は
、
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
機
な
広
が
り
を
持
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
能
の
物
叩品
川
股
叩
介
を
絵
州
化
し
た
絵
巻

・
絵
本
の
航
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
山
川
劇
と
し
て
の
能
と
物
清
絵
と
の
附
わ
り
を

民
F
J

え
る

k
で
尖
に
興
味
深
い
問
題
を
合
ん
で
い
る
こ
と
は
、
小
休
健

『
小
附
い
劇
ょ
や
の
研
究
』
(
4
r
成ト・・
一年

弥仲町札川山山
}
が
Mm
に

指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

ホA

四
九
九
、

能
に
比
べ
て
台
本
や
出
川
の
附
定
化
が
巡
れ
た
紅
・J
の
場
合
、
)
江
.
ド
似
の
絵
州
資
料
も
州
Y
A
と
し
て

の
側
似
を
十
一
.
分
に
訂
し
て
お
り
、
永
井
組
「
打
衆
杭
・
バ
か
ら
む
衆
欲
恒
例
伎
へ
」
(
『
引
J
変
遷
身
」
〔
Jr
成
ト
問
年

ル州仲庁内山山〕}、

総
同
道
子

「拙
か
れ
た
狂
J
U」
(
型
付
女
学
院
短
期
大
学
「
研
究
紀
要
」

30 

市
ド
成
十
:
一
年
)
な
ど
の
論
考
が
備
わ
る
。
近
年
も
、
阿
野
ぷ

維
に
よ
っ
て
、
江
戸
前
期
の
狂
一J
Mを
多
く
収
め
た
「
抗
訂
後
ぷ
山
間
帖
」
と
い
う
注
け
す
べ
き
資
料
が
制
介
さ
れ
る
な
ど
(「
新
山
資
科

『+
日
抗
一可
後
長
帖
」
に
つ
い
て
」
「
国
立
能
楽
堂
凋
先
研
究
」

6
〔川
γ
成
・
・
ト
問
年
。
日
本
芸
術
文
化
娠
興
会
〕)
、
新
川
資
料
の
紹
介
が
相

次
い
で
お
り
、
今
後
も
大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
る
分
針
で
あ
ろ
う

こ
う
し
た
川
近
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
、
千
成
二
十
間
住

K
川
の

能
濃
学
会
大
会
は
「
能

・
紅
一刀
と
絵
.
向
資
科
」
を
テ

i
マ
に
法
政
大
学
で
行
わ
れ
た
c

同
年
に
創
立
六
十
問
年
を
迎
え
る
法
政
大
学
能
梨

研
究
所
と
能
梨
学
会
と
の
共
仰
に
よ
る
企
尚
で
、
そ
れ
に
A
N
わ
せ
て
ポ
ア
ソ
ナ
l
ド
タ
ワ

l
卜
問
附
の
博
物
館
展
・
不
出
に
お
い
て

「能

・

村代・
J
を
柿
く
」
と
題
す
る
M

竺
小
も
行
い
、
能
業
研
究
所
が
所
川
賦
す
る
は
々
な
絵
両
資
料
を
以
示
し
た

本
怖
は
そ
の
民
・
ぷ
に
お
け
る
キ
ャ
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プ
シ
ヨ
ン
を
も
と
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
千
成
二
十
五
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
凶
立
能
楽
堂
版
示
室
で
行
わ
れ
た

「収
蔵
資
科
展
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
も

一
部
加
え
て
い
る
u

こ
の
展
示
も
川
じ
く
能
来
研
究
所
の
制
攻
六
十
同
年
を
記
念
し
た
企
両
で
あ

く り
、
能
来
研
究
所
と
同
立
能
来
堂
が
所
泌
す
る
二
本
の
「
能
絵
鑓
」
を
中
心
に
、
多
く
の
絵
阿
資
料
が
陳
列
さ
れ
た
こ
と
を
付
J
し
て
お

一、

芸
を
伝
え
る
た
め
の
絵
師

始
め
た
い

能

・
紅
J
と
絵
画
と
い
っ
た
場
合
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
絵
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
そ
の
慨
裂
を
不
す
こ
と
か
ら

能

・
収
J
と
関
わ
る
絵
州
に
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
係
頑
の
も
の
が
作
介
比
す
る
。

能 ・狂ヨと絵画51 

t¥ 

ぷ
を

μえ
る
た
め
の
絵
州

s 

役
斤
の
而
泌
を
記
憶
す
る
絵
同

C 

胤
対
の

一
つ
と
し
て
蹴
能
を
描
く
絵
州

D 

能

・
狂
言
の
舞
台
を
描
く
絵
画

E 

能
の
興
行
を
記
録
す
る
絵
画

F 

能
の
物
語
を
描
く
絵
剛

そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、

れ
は
概
ね
、』
れ
ら
の
絵
州
が
な
均
し
て
き

以
ド
に
倒
別
に
取
り
しL
げ
る
が
、
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た
時
代
舶
に
並
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
能
を
怖
い
た
絵
州
と
し
て
沿
も
占
い
資
料
は
、川悦
阿
仰
の
づ

一品川
三
体
人
形
問
」

で
あ
る
。
こ

れ
は
「
芸
を
伝
え
る
た
め
の
絵
問
」
に
分
期
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
絵
に
よ
っ
て
、
老
人

-K
人

・
武
士

・
山
泌
を
演
ず
る
際
の

体
の
例
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
録
台
上
の
人
物
の
励
き
や
体
の
悦
え
な
ど
、

一汀
葉
に
よ
っ
て
衣
現
す
る
こ
と
が
桂
し
い
所
作
を
絵
に
よ
っ

て
例
示
す
る
方
法
は
、
伝
え
る
側
に
そ
れ
な
り
の
絵
閥
的
セ
ン
ス
が
な
け
れ
ば
叶
わ
ぬ
こ
と
で
は
あ
る
が
、
主
を
後
代
に
伝
え
る
布
効
な

手
段
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
「.. 山
=
.
体
人
形
同
」
以
降
に
も
、
こ
れ
と

M
じ
く
体
の
抑
え
を
凶
.. 小
し
た
絵
が
い
く
つ
か
出
祝
さ
れ
て
お
り
、

や
点
的
安
町
の
「
宍
鐙
妙
」
系
伝
代
げ
な
ど
に
、
司
二
山
一
一
一
体
人
形
同
」
向
級
、
m
m
絵
に
よ
る
人
物
聞
が

見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
体
の
榊
え
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
陣
列
台
k
の
人
物
の
動
き
を
絵
に
織
く
と
い
う
手
法
は
、

江
川
初
期
の
「
八
帖
本
化
伝
作
」

能
で
は
品
川
ど
川
い
ら
れ
な
か
っ
た

ω

能
の
動
き
そ
の
も
の
が
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
、

刷
日
付
と
し
て
J
J化
す
る
こ
と
が
比
較
的
行
妨
で

あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
c

そ
の
剛
市
川
川
に
線
計
上
の
人
物
の
絵
が
怖
か
れ
る
こ
と
も
き
わ
め
て
少
な
い
。
川
品
川
能
ド
慌
の
大
去
で
あ
る
ト
.
肝

家
に
伝
わ
る
巻
「
の
能
伝
作
に
、
シ
テ
や
ワ
キ
の
安
が

m.N
と
と
も
に
拙
か
れ
て
い
る
の
が
そ
の
数
少
な
い
例
外
だ
が
、
そ
こ
に
拙
か
れ

る
人
物
の
絵
姿
と
刷
付
の
内
容
と
は

一
致
し
な
い
い
け
…
が
多
々
あ
り
、

「
um
ハ

a

ム
ヤ
持
ガ
ヨ
キ
也
、

仰
い
シ
市
ノ
ナ
キ
時
は
可
持
也
」

(恰
胤
)
、

「
正
以
ハ
H
K
太
刀
也、

ホ
コ
誕
シ
」

(
正
呼
)
、「
Mm体
ノ

t
ノ
ヤ
ふ
ハ
ナ
シ
」
(
三
鎗
)
な
ど
、
術
与
の
不
正
政
さ
を
指
摘
す
る
文
訂
が

一
々

品
川
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
見
て
も
、
当
初
か
ら
、
絵
入
り
型
付
と
し
て
冷
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
ら
し
く
、
能
に
お
け
る
所
作

の
伝
承
に
、
絵
は
さ
ほ
ど
坑
観
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

3
え
る
だ
ろ
う

一
方
、
作
り
物
に
附
し
て
は
、
下
問
少
進
策
『
狩
台
之
削
」
を

は
じ
め
、
多
く
の
絵
州
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
物
府
方
の
資
料
に
も
、

h
M
付
け
の
ト
刀
法
な
ど
を
凶
不
す
る
も
の
が
散
見
す
る
。
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ぬ
1

二
尚
三
体
人
形
図
(
能
楽
研
究
所
蔵
)

応
永
二
十
八
年
(
一
聞
こ
こ
の
奥
舎
を
布
す
る
世
阿
弥
伝
待
。
能
の
波
技
の
基
本
と
な
る
「
二
山
三
体
」
す
な
わ
ち
、
量
舛

・
歌
二
山
と
、
老
体

・
女

体

・
山
小
体
三
体
の
期
目

ωに
つ
い
て
の
論
。
人
体
の
絵
問
を
示
す
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
二
山川
の
表
伯
郡
と
し
て

「
伝
舞
」

の
姿
を
凶
示
し
、
一
一
体
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

「
微
絵
」
に
よ
り
体
の
情
え
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
妥
点
を
「
閃
心
wm
日
」
「
休
心
抗
力
」
「
体
h
M
昨
心
」
の
よ
う
に
問
中
執
…

認
で
ぶ
現
す
る
。
叫円
阿
仰
の
山
怖
い
本
は
現
存
せ
ず
、
能
楽
研
究
所
必
の
令
#
抑
竹
(似
阿
弥
の
娘
術
)
に
よ
る
転
写
本
が
川
以
内
の
伝
本
。
wm紙
に
よ
り

原
本
を
忠
災
に
活
き
写
し
し
た
も
の
ら
し
く
、
併
阿
弥
が
釧
い
た
絵
の
抑分
間
気
を
も
っ
と
も
よ
く
伝
え
て
い
る
。
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・・司
令

hλ申
h
a
z
h乏
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2
a
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ぬ
2

八
帖
本
花
伝
品
川
川
(鴻
山
文
州
政
)

近
恢
初
頭
成
な
の
能
伝
品
川
。
会
八
巻
。
原
武
川
ル
引
は
「
花
伝
山
川
川』
で
あ
る
が
、
川
名
の
他
力
と
灰
別
す
る
た
め
に

『
八
帖
本
花
伝
引
い
」
と
通
林
さ
れ
る
。

祇
阿
弥
伝
冷
や
戦
凶
則
成
立
の
さ
ま
ざ
ま
な
能
伝
品
川
川
を
集
成

・
編
集
し
た
も
の
。
そ
の
巻
五
で
は
、
ル
ゅ
の
Mmえ
を
、
ル
メ

・
鬼

-
m
-老
人

・
老
-K-

hh
H
・
糊
混
な
ど
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ご
と
に
削
解
す
る
。
「
ニ
山
一一一
体
人
形
附
』
と
川
じ
く
、
隊
形
に
よ
り
人
体
を
表
現
し
て
い
る
が
、
州
か
れ
の
わ
山

述
内
山
什
に
は
相
巡
山
…
が
多
く
、
直
接
の
山
形
符
関
係
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
・
米
・
舟
以
HMに
同
内
科
の
伝
川
が
wwh忙
し
た
か
は
不
明
。
災
際
の
出
技
に
則

し
た
共
体
的
な
記
述
が
多
い
。
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ぬ
3

能
濃
V4
陶
持
拡
{能
喫
研
究
所
以
)

川
恥
ぶ
か
ら
明
治

・
大
正
に
か
け
て

M
Wし
た
制
川
流
シ
テ
刀
、
・
ボ
ド
以
町
が
州
版
し
た
能
伝

A

則
的
二
十
J

・年
二

八
九

O
)
刊
J

A
h
h
ハ
器
。
本
川

は
、
制
悦
泌
の
句
"
を
は
じ
め
、
日
仰
々
の
伝
札
い
か
ら
成
ゐ
が
、
そ
の
巻
.
に
、
「川
山
火

E
山
泌
、
-
一-
h
H
一
・
問
川
体
的
之
M
F
H
収
凶
」
「
H
川
下

・
山
下
-
h
M

τγ
・
作
手

・
舞
子
、
伝
情
之
市
F
」
と
し
て
、
能
の
い
似
伐
の
w
柄
本
と
な
る
体
の
例
え
そ
阿
ぷ
す
る
品
川
所
が
あ
る
的
行
は
納
行
の
な
ち
川
町
、
川
俊
を
、

川
ヤ
火

-E
人

・
山
地
役
そ
れ
ぞ
れ
に
ぷ
し
た
む
の
、
後
い
れ
ば
子
の
協
え
み
を
・
九
つ
に
分
納
し
て
ぶ
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
体
の
品
川
き
が
よ
く
比
え

る
よ
う
、
保
体
で
炎
現
さ
れ
て
い
る
こ
の
郎
分
は
、
江
.い
前
川
、

多
く
の
能
伝
川
を
制
換
し
た
点
的
篠
山
崎
の
『
脱
欧
仔
仰
木
犬
伝
川
」
に
法
づ
く

も
の
で
、
そ
こ
に
仲
怖
か
れ
る
位
同
を
そ
の
ま
ま
川
い
る
。

li1i . lI. ~と絵Ilbj0::> 
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尚

4

盟
強
江
間
日
記
(
能
楽
研
究
所
蔵
)

本
願
寺
の
坊
官
で
、
金
春
流
の
繁
人
役
者
と
し
て
も
活
践
し
た
下
問
少
進
(
一
五
五

一
1
二
三
六
)
怨
の
能
伝
柱
。
少
逃
が
師
匠
の
金
森
大
夫
笈
週

か
ら
相
伝
を
受
け
た
内
容
を
舎
き
惚
め
た
も
の
で
、
少
進
三
十
二
成
の
天
正
十
年
(
一
五
八
二
)
か
ら
舎
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
山
ご
と
に
、
而
・
装

束
付
、
型
付
、
演
能
上
の
心
得
な
ど
を
、
能
舞
台
の
輪
郭
図
の
余
白
を
中
心
に
、
び
っ
し
り
と
役
き
込
む
。
舞
台
輪
郭
闘
の
中
に
は
、
作
り
物
の
形

状
や
置
き
所
、
前
者
の
立
ち
位
置
、
持
の
動
線
な
ど
を
、
絵
聞
に
よ
っ
て
示
す
。
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尚
5

舞
台
之
図
(
鴻
山
文
庫
磁
)

右
と
同
じ
く
下
問
少
進
の
能
伝
舎
。
四
十
磁
の
作
リ
物
に
つ
い
て
、
形
状
や
慢
き
所
を
図
示
す
る
。
と
り
わ
け
、
多
彩
な
色
で
拙
か
れ
た
作
り
物
の

詳
細
な
摘
写
が

g
を
引
く
。
附腿
M
K
元
年
(
一
五
九
六
)
の
刷
内
容
を
有
す
る
少
進
の
能
伝
嘗
「
輩
舞
抄
」
と
製
版
が
同

一
で
、
そ
れ
と
同
じ
頃
の
成
立
ら

し
い
。
尚
4
・
5
は
と
も
に
下
問
家
伝
来
の
少
進
自
筆
本
。
江
戸
初
期
に
は
、
「
栂
舛
ム
口
之
国
』
に
基
づ
く
版
本
も
出
版
さ
れ
た
。

." 
恥 -

} 

針

転i; ~ 

・1;1iJ
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d:yjii 
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ぬ
6

要
滋
抄
(
鴻
山
文
脱
却
眠
)

仙
台
務
お
抱
え
の
物
将
せ
が
ま
と
め
た
怖
心
付
け
に
附
す
る
伝
内
。
内
行
は
あ
ま
り
杭
M

理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
波
多
な
覚
、
ぇ
舟
き
と
い
っ
た
性
的
m
の
仕
刊
で

あ
る
。
相
子
の
被
せ
ド
刀
、
必
付
け
の
陪
の
純
の
結
び
み
な
ど
を
、
絵
凶
に
よ
っ
て
九
体
的
に
示
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
江
.
ド
ぶ
川
川
の
成
な
。
仙

台
必
で
は
将
多
泌
-
L
〈
峨
泌
の
役
行
が
H
大
に
抱
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
向
山
流
の
ね
付
け
の
相
沢
に
も
-J
H品
す
る

A-i 

4uiつ
向
山
間
混
血
川
油
開
ニ
ヴ
の
域
主

蜘
防
御
隊
一
一
な
す
・
な
い
?

免
罪
T令・

4

家
永
主
主

徐
泌
を
込
!
て
会
tfht，寸
J
t
s
-

一ぷパ

717サ
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ヶ
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'
昨
今
ル
3
1
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〆

す
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A咋

η
劫

l

・去り
i

かん

3
i私
う
黛

月
}
ぷ

7
&
詑

2・・

f
Aら
ず
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、ノtdwV
注

目
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何

時

H
Y
J

引
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3
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4

司
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事

v
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ぬ

7

回
開
佐
波
大
成
版
謡
・
本
(
泌
山
文
郎
蔵
)

昭
和
六
年
か
ら
昭
和
九
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
制
限
枇
出
・米
正
本
の
品
本
。
い
わ
ゆ
る
昭
和
版
。
ぷ
曲
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
部
本
の
側
外
に
、

能
の
舞
台
安
の
ス
ケ
ッ
チ
を
伸
絵
と
し
て
入
れ
た
附
則
的
な
本
。
絵
は
川
阿
川
附
漁
門
ド
の
抽
出
削
・
一
家
、
鈴
野
炎
風
が
術
い
た
。
所
作
の
動
き
を
悦
覚
的

に
・・小
し
、
絵
に
よ
っ
て
ぷ
の
伝
水
を
よ
み
た
伶
川
町
の
引
例
と
い
え
そ
う
だ
が
、
凡
例
に
は
、

「品
仰
の
似
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
能
を
知
ら
ぎ
る
べ
か

ら
ず
」
、
「川町
4

叫
ん
氷
牧
ぴ
に
似
能
川
択
の
妥
叫
叫
に
添
は
ん
と
す
る
も
の
な
り
」
と
あ
り
、

「
去
を
似
え
る
た
め
と
い
う
よ
り
は
、

「能
を
錐
賞
す
る
た

め
」
の
日
的
で
挑
か
れ
た
む
の
.
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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間

一一、
役
将
の
而
修
を
記
憶
す
る
絵
削

門
限
州
は
、
そ
の
人
物
の
イ
メ

l
シ
を
決
定
付
け
る
爪
濯
な
.
決
ぷ
で
あ
る

例
え
ば
、

近
術
家
に
仏
比
え
る
川
氏

・
山
刊
什
辺
貨
の
附
怖
い

『
州

問

J

山
」
に
、
後
水
出
.
大
引
の
生
付

・
小
利
門
院
の
門
的
…
州
に
附
す
る
こ
ん
な
迎
f
川
が
絞
っ
て
い
る

後
水
児
院
は
中
和
川
院
の
円
印
州

や
』
槌
政
姉
か
せ
、
そ
の
う
ち

一
番
先
し
く
比
え
る
も
の
を
選
ん
だ
e

そ
れ
に
対
し
川
り
の
火
山
・
が

「
ソ
レ
ハ

一
チ
似
モ
ヤ
ラ
ズ
、
必
コ
ソ

能
似
タ
リ
」
と
別
の

一
伎
を
指
さ
す
と
、
後
水
足
院
は
、
行
年
後
に
は
ぷ
も
朗
を
知
っ
て
い
る
人
も
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
よ
う
に

美
し
い
ん
外
性
だ
っ
た
と
思
わ
れ
た
五
が
よ
か
ろ
う
、
と
い
っ
て
、
必
初
の
ご
伐
を
取
り
上
げ
た
と
い
う

n

靴
阿
弥
の
円
仙
降
雨
が
残
っ
て
い
れ
ば
、

設
々
の
叶一
例
怖
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、

そ
の
門
限
阿
に
大
き
く
縛
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
に

迎
い
な
い

ギ
に
し
て
か
、

不
幸
に
し
て
か
、

枇
阿
弥
の
山
口
他
耐
は
現
u
wし
な
い
。
ま
た
、

社
阿
弥
の
n
m開
削
が
尖
際
に
怖
か
れ
た
か
ど

う
か
も
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
川
時
代
に
品
川
山
附
し
た
能
役

E
の
小
に
は
、

m阿
弥
や
世
阿
弥
の
よ
う
に
、
門
限
阿
の
が
伐
を
示
す

い
く
つ
か
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
(
天
野
文
雌
「
御
川
役
者

m阿
弥
を
と
り
ま
く
環
境
」

『能
処
迫
遥
(
下
)

能
の
歴
史
を
歩

く
』
〔
平
成
二
十
二
年
。
大
阪
大
学
出
版
会
〕
)
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
肖
像
両
と
し
て
は
現
存
せ
ず
、
禅
僧
の
詩
文
集
に
収
め
ら
れ
て

い
る
両
像
賛
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
c

室
町
後
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
の
能
役
者
の
間
像
画
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
り
、
景
徐
問
麟
の

「翰
休
諸
問
麗
集
」
に
比
え
る
間
川
小
次
郎
一
M
光
商
像
技
、
日
出
町
蒋
桂
の
「
幻
主
文
集
』
に
見
え
る
間
世
大
夫

同
mmHH、
金
作
円
rah
郎
ぷ
倣
仕
が
、
托
の
み
の
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
後
行
の
う
ち
、
観
舵
大
夫
両
仮
託
は
観
附
-
一一
郎(・
γ

ん広
)
の
州
仰
に

付
さ
れ
た
も
の
、

合
作
打
r
江
郎
日
M
仰
は
、
そ
の
仕
に
よ
れ
ば
、
合
弁
山
町
小
此

N
-打r
・
久
郎
h
H
久
(史
涜
ぽ
守
}
の
弟
子
、

打
削
.
一.郎
(越

前
税
策
}
が、

k
H
久
の
指
消
帽
を
受
け
て
ぷ
が
上
述
し
た
こ
と
を
必
念
し
て
制
作
し
た
門
限
州
で
あ
り
、
後
出
の
ふ
日
明
休
ぶ
術
門
州
仰
と
川
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じ
く
、
そ
の
制
作
に
弟
子
が
関
わ
っ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
宮

m弥
左
衛
門
岡
像
が
話
術
に
腰
を
卦
け
、
ま
さ
に
小
鼓
を
打
と
う
と
す

る
除
を
揃
く
の
に
対
し
、

金
谷
川
f
五
郎
必
仰
は
、

『幻
詩
文
集
』
に
「
傍
布
佐
」
と
花

μが
あ
る
こ
と
か
ら
、

b
t
H作
打

r
・h
.郎
の
傍
ら
に
此

を
揃
く
他
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

江
.ド
則
に
人
る
と
、

川悦
U

け
す
る
能
位
行
の
門
印
州
は
大
川
に
附
加
す
る

円
多
じ
大
夫
氏
能

・
"uuaタ
ト
太
夫
氏
以

・HU.H
多
じ
ト人
火
山
能

の
口
問
州
(円
多
・
一
氷
川
賦
}を
は
じ
め
、

む
野
九
郎
兵
術
む
と
以
ド
の
以
代
(ルU
U

野
京
雌
}
、
ド
川
け
桜
山
ザ
品
川
次

・
肱
川
山
川
兵
術
爪
政
(桜
川
家

仙紙
)
、
千
円
加
兵
術
判
例
杭
(千
円
家
成
)、
制
川
左
近
一川
市
(制
伽
一
家
縦
)
、
出

mm陀
兵
衛
光
広
(能
来
研
究
所
必
て

んk
位
指
勺
(前
川
家
雌
)

な
ど
の
肖
像
岡
が
そ
れ
で
あ
る

P

近
代
に
な
る
と
、
写
点
の
登
場
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
門
限
両
は
ほ
と
ん
ど
術
か
れ
な
く
な
る
。
「役

者
の
而
影
を
記
也
す
る
」
手
段
は
、

や
が
て
写
真
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ぬ
8

{g
m
弥
ド
バ
術
門
商
品開
(似
品
帆
新
九
郎
家
文
州
政
)

的判
例
則
に
寸
前
政
し
た
能
役
私
自
、
官
補
引
弥
左
衛
門
別
賢
が
小
川
以
を
打
つ
安
を
摘
く
。
能
役
者
の
税
U

け
す
る
山
川
像
例
と
し
て
は
似
占
の
泣
品
。
山川山川引は

小
技
v州山
氏
の
2
M
m的
役
お
と
仙
川
帥
川
付
け
ら
れ
、
天
文
.
以
(一

托
でで

.1
五
五
)
に
若
狭
で
亡
く
な
っ
て
い
る
本
.肉
品
開
は
、
そ
の
公
的
伏
の
守
必
大
名
武

川
氏
の
彼
符
で
、
日
制
引
の
小
波
の
弟
子
で
も
あ
っ
た
.
山
村
与
三
科
術
門
の
依
析
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
も
の
《
絵
師
は
大
水
1
天
ぷ
刈
に
京
郎
ゃ
れ
扶

で
活
躍
し
た
仰
山
川
統
必
で
、

g
mは
素
人
の
話
役
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
天
文
頃
の
制
作
か
。
嗣
仙
聞
の
上
級
に
記
さ
れ
た
貯
は
英
市
水
雄
(総
長

女
』
)
の
手
に
な
り
、
氷
川
織
の
詩
集
『
羽
弓
仙
と
に
よ
れ
ば
、
絵
の
制
作
期
よ
り
五
卜
年
ほ
ど
後
の
度
長
同
年
(一

五
九
九
)
に
汗
か
れ
た
も
の
と
い
う
。

能 .lE._fと事会I経

子手

，思

59 
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9

似
肘
一
小
次
郎
日
光
州
倣
代
(祈
九
郎
家
文
山
m
m賊
)

「
市
町
弁
度
」
や
「
紅
紫
狩
」
な
ど
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
室
町
末
期
の
鋭
惟
度
の
大
鼓
役
者
、
制
似
批
小
次
郎
幻
光
の
桝
像
佼
。
.
肉
像
そ
の
む
の

は
失
わ
れ
、
賛
の
み
が
樽
僧
設
徐
周
麟
の
詩
文
集
『
翰
林
街
溢
集
』
に
収
め
ら
れ
、
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
本
資
料
は
、
そ
の
商
品
開
伎
の
全
文
を
、

江
戸
前
期
の
傷
者
林
道
春
が
、
級
位
大
夫
前
日
成
の
依
頼
に
よ
っ
て
書
写
し
、
返
点

・
送
り
仮
名

・
朱
引
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

ω 

州

m
J
tA
M咋
y
pえ
H
H
'
川
町
守

4
a
n守

4
・咽呼
Y
E
J
F咋

品

門

倒

的
川
川
f
J
1
向
れ
丸
れ

愉
外
汽

F

屯
t
g
h斤
Mm

q
ぽ

ι
川氏

A
t
E
K
、

H
ド

t
h
ι
九
K
M位
喰
・
川
吋

ζ
A
刊
代
品
四
円
均

z，
永
ス
今
季
H
n
d
-

・す

y様
式
令
市
A
A
r
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ω
森

m庄
兵
衛
光
広
岡
像
(
能
楽
研
究
所
政
)

江
戸
後
期
の
愉
役
都
打
、
市
仲
間
庄
兵
衛
光
広
日
以
晩
年
の
内
山
脈
州
。
光
広
は
出
方
俗
川
家
の
六
悦
。
叩
附
肘
一
向
一
館
方
と
し
て
、
山
下
保
か
ら
党
政
に
か
け
て
江

戸
械
で
の
能
に
治
仰
し
た
本
阿
像
は
文
化
元
年
(一

八

O
凶
)
、
光
広
じ
十
八
段
の
円
像
を
・
け
晶
子
の
保
m
H
K
厳
光
浮
が
附
捌
か
せ
た
も
の
。
絵
川
不
明
。

克
広
は
当
時
す
で
に
江
戸
川
械
で
の
能
の
郷
台
か
ら
は
泌
ざ
か
っ
て
い
た
が
、
こ
の
州
に
は
、
れ
手
に
筒
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
品
川
筋
を
す
っ
と
仰
ば

し
た
受
で
儲
か
れ
、
八
十
成
を
日
前
に
し
て
な
お
頑
健
で
あ
っ
た
総
子
が
現
わ
れ
る
。
上
部
の
常
山
を
大
き
く
と
っ
て
い
る
の
は
貨
を
花
す
予
定
で

あ
っ
た
た
め
か
。

能 ・狂3と絵l曲i

- 彊瞳

I
 

P
O
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一一一、
風
景
の

っ
と
し
て
演
能
を
描
く
絵
画

十
六
世
紀
に
な
る
と
、
能
の
上
演
の
株
子
を
描
い
た
絵
画
資
料
が
登
場
す
る
。
そ
の
絵
間
資
料
は
大
き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
は
寺
社
参
詣
虫
茶
縦
と
呼
ば
れ
る
、
寺
社
の
境
内
を
描
く
作
品
群
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
治
巾
治
外
閥
、
四
条

河
原
遊
楽
図
な
ど
、
都
市
の
景
観
を
描
く
作
品
群
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
寺
社
や
都
市
を
彩
る
風
景
の

一
つ
と
し
て
能
の
持
台
を
描
く
点

が
共
通
す
る
が
、
制
作
年
代
や
絵
師
の
系
統
な
ど
、
制
作
背
景
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
後
者
に
対
し
、
寺
社
参
詣
口
虫
茶
維
は

そ
の
制
作
時
期
や
絵
師
を
特
定
し
う
る
作
品
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

寺
社
参
詣
町
民
茶
羅
の
う
ち
、
能
の
上
演
場
面
を
姉
く
の
は
、
多
賀
参
詣
史
茶
縦
と
伊
勢
参
詣
円
山
茶
維
の
こ
つ
で
あ
る
。
多
賀
参
詣
些
茶

羅
は
、
多
賀
大
社
蔵
の
二
本
が
い
ず
れ
も
、
拝
殿
前
に
置
か
れ
た
伽
丹
市
平
で
の
淡
能
場
前
を
姉
き
(
一
本
は
〈品川〉、

演
目
不
明
)
、
個
人
蔵
の

一
本
が
舞
車
の
み
を
描
く
。
多
賀
大
社
で
は
正
月
と
六
月
に
神
事
能
が
行
わ
れ
て
お
り
、
戦
闘
期
ま
で
は
近
江

一
本
は
化
粧
裁
の
た
め

独
楽
が
、
近
吐
に
は
多
賀
社
の
禰
宜
が
波
能
し
た
。
そ
の
様
子
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
多
賀
社
の
神
事
能
が
舞
車
上
で
行
わ

れ
た
こ
と
を
示
す
記
錦
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
舞
車
の
数
少
な
い
画
一社
と
し
て
も
背
革
。
伊
勢
参
詣
蛇
茶
縦
は
、
神
宮
徴
古
館
殿
、
三
井

文
庫
蔵
、

ア
メ
リ
カ

・
パ
ワ
l
ズ
氏
蹴
、
東
京

・
伺
人
蔵
の
四
本
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
演
能
場
面
を
描
く
の
は
、

三
井
文
館
本

と
パ
ワ
l
ズ
本
の
二
本
で
あ
る
。
前
者
は
内
宮

一
の
鳥
居
前
、
外
宮

一
の
鳥
居
前
に
お
け
る
演
能
場
面
を
、
パ
ワ
l
ズ
本
は
内
宮
で
の
出

能
の
み
を
姉
く
。
伊
勢
械
楽
に
よ
る
正
月
の
間
宮
へ
の
奉
納
、
あ
る
い
は
四
月
の
御
衣
祭
に
と
も
な
う
神
事
能
の
綴
予
を
描
く
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
外
宮
で
の
前
能
の
場
所
は
正
月
の
奉
納
場
所
と
は
異
な
り
、
四
月
の
神
事
能
の
場
所
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
か
ら
、
後
者

の
可
能
性
が
よ
り
高
い
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
参
詣
必
茶
羅
は
そ
れ
ぞ
れ
類
似
の
描
写
を
持
ち
、
同
じ
個
所
に
同
じ
モ
チ
ー
フ
を
撒
く

と
い
う
類
型
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
社
頭
で
の
節
能
図
も
、
諸
本
に
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
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る
な
ら
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
悩
人
蔵
伊
勢
参
詣
受
茶
維
の
社
頭
の
光
景
が
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
表
現
は
、

三
井
文
時
本
や
パ
ワ
l
ズ
本
と
大
き
く
異
な
り
、
よ
り
古
雅
な
印
象
を
与
え
る
が
、

モ
チ
ー
フ
の
共
通
と
い
う
傾
向
は
確
認
さ
れ
、
例
え

ば
、
ご
一
井
文
庫
本

・
パ
ワ
l
ズ
本
が
と
も
に
内
宮
一
の
鳥
居
前
に
お
け
る
思
女
神
楽
の
舞
台
を
拙
く
の
に
対
し
、
例
人
政
伊
勢
参
詣
受
茶

報
に
も
、
ほ
ほ
同
じ
位
置
に
、

一以
一
女
が
神
楽
を
奏
す
る
場
而
が
描
か
れ
る
(
建
物
は
な
く
、
地
面
上
で
神
楽
が
奏
さ
れ
る
)
。
注
目
さ
れ
る

の
は
、
そ
の
下
の
方
に
、
金
烏
帽
子
を
着
け
、
袖
を
大
き
く
か
さ
す
人
物
と
と
も
に
、
笛
役
者
と
思
し
き
人
物
や
、
観
衆
と
見
ら
れ
る
人

物
の
姿
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
三
井
文
庫
本

・
パ
ワ

1
ズ
本
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
位
置
に
付
帯
能
の
場
而
が
見
え
、
個
人
蔵
伊
勢
参
詣

円
史
茶
縦
も
こ
れ
と
同
様
に
神
事
能
の
僚
子
を
描
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

参
詣
蛇
茶
羅
で
出
能
場
而
を
航
く
の
は
、
多
賀
参
詣
並
茶
紙
と
伊
勢
参
詣
良
茶
艇
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
系
滑
に
辿
な
る
の
が
、
同情態

惣
社
三
ツ
山
祭
礼
凶
麻
風
(兵
版
県
立
歴
史
博
物
船
蔵
)
、
長
崎
誠
訪
神
社
遊
楽
閥
解
胤
(
回
以
鹿
山
人
民
俗
間
物
加
減
)
な
ど
、
紅
一戸
初
朋
か

ら
前
則
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
祭
礼
凶
府
胤
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
巾
に
も
神
明
能
の
場
以
を
姉
く
も
の
が
あ
り
、

神
甲
能
の
阪
わ

い
を
伝
え
る
町
永
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

郎
市
の
は
爪
観
を
揃
く
近
叶
一
胤
俗
肝
風
に
も
、
能
の
絵
阿
資
料
と
し
て
有
川
な
作
品
が
多
い
。
治
中
治
外
凶
の
現
存
舵
占
の
作
例
で
、
大

永
-
一年
(一

κ・
一五
)
の
対
似
を
術
く
と
さ
れ
る
町
川
家
本
治
小
外
同
(同
立
股
史
民
俗
博
物
州
政
)
に
も
、
」
以
郎
知
外
で
の
勧
進
能
の
隊
子

能 .ll: 0 rと絵l出i

が
怖
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
能
の
上
出
場
而
を
揃
く
以
も
市
い
聞
説
で
あ
る
。
以
後
、
江
戸
初
朋
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
み
川
小
治
外
凶
や

凹
条
河
川
郎
遊
来
附
で
も
、

胤
此
の

一
コ
マ
と
し
て
し
ば
し
ば
能
の
上
出
場
而
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
山M
木
山
水
本
的
中
治
外
凶
(ぃ以ぃ以問

h

仏

博
物
船
縦
)
、
山
久
保
河
以
遊
来
同
(ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
)
、
問
条
河
川
郎
附
M
W
胤
(制
凡
夫
術
加
政
)
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
初
則
の
作
品
で

は
い
川
郎
の
町
を
彩
る

一
つ
の
胤
抗
と
し
て
出
能
凶
を
姉
く
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
、
町
会
ル怖
を
拙
く
も
の
か
ら
、

63 

凹
条
河
川
胤
の
芝
肘
町
の
様
子
を
描
く
も
の
へ
と
掛
か
れ
る
対
象
は
次
第
に
狭
め
ら
れ
、
や
が
て
、
相
応
守
川
胤
(徳
川
禦
明
会
政
)、
邸
内
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遊
楽
図
(
日
本
浮
世
絵
博
物
館
蔵
)
の
よ
う
に
、
能
の
舞
台
を
画
聞
の
中
央
に
据
え
、
こ
れ
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
描
く
絵
画
作
品
も
生

ま
れ
て
く
る
。
そ
の
延
長
線
上
に
、

「能
絵
」
と
い
う
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
が
成
立
す
る
。
そ
こ
で
は
、
能
が
演
じ
ら
れ
る
舞
台
を
も
画
面

か
ら
消
し
去
り
、
舞
台
上
の
登
場
人
物
の
み
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四

能

・
狂
言
の
舞
台
を
描
く

千
宗
旦
が
束
稲
門
院
か
ら
拝
領
し
た
と
伝
わ
る
一
一
聞
の
縫
絵
が
あ
る
(
不
審
庵
蔵
)
。
能
「
氷
室
」
の
後
場
を
描
い
た
も
の
で
、
画
面
右

上
部
に
は
京
福
門
院
御
製
を
示
す

「御
作
」
の
文
字
(
宗
n
口
一
筆
)
が
見
え
る
。
こ
れ
は
縫
絵
と
い
う
特
殊
な
技
法
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

一
川
町
台
上
の
シ
テ
の
姿
を
岡
市
左
上
部
に
描
き
、
脇
座
に
居
並
ぶ
ワ
キ
の
姿
を
右
下
部
に
描
く
構
図
は
、
後
述
の
「
能
絵
鑑
」
と
同
一
の

手
法
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

「能
絵
」
の
作
例
と
し
て
、
最
も
初
期
に
属
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
、
そ
の
制
作
に
高
貴
な
女
性
が

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
点
で
も
注
目
す
べ
き
作
例
で
あ
り
、
「
能
絵
」
の
制
作
背
景
、
あ
る
い
は
手
受
層
を
考
え
る
上
で
、
重
.
要
な

示
唆
を
与
え
て
い
る
。

能
絵
の
現
存
作
例
は
か
な
り
多
い
。
そ
れ
ら
は
、
絵
巻
物
の
体
裁
を
と
る
も
の
、
折
本
の
形
を
と
る
も
の
、
貼
交
の
扉
風
絵
と
し
て
伝

わ
る
も
の
な
ど
様
々
で
、
そ
の
能
者
も
、
狩
野
派
や
土
佐
派
の
絵
師
、
英

一
燦
門
人
の
脇
役
者

・
稲
王
雪
等
、
備
前
向
山
務
主

・
池
田
制

政
、
あ
る
い
は
素
姓
不
明
の
町
絵
師
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
能
絵
が
画
閣
の

一
つ
と
し
て
定
精
し
、
江
戸
期
を
通
じ
て
腕
広
く

享
受
さ
れ
て
い
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
豪
務
絢
矧
で
知
ら
れ
る
の
が
「
能
絵
鐙
」
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
作
品
で

あ
る
。

「能
絵
鑑
」
は
現
在
、
国
立
能
楽
堂
本

・
能
楽
研
究
所
本

・
宇
和
島
伊
達
本
(
宇
和
島
伊
達
家
蔵
)
の
三
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
国
立
能
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楽
堂
本
は
冗
十
凶
、
能
研
本
と
ん
予
知
刊
品
川
V
述
本
は
そ
れ
ぞ
れ
.hr九

十
凶
を
収
め
る
。
宇
和
島
伊
達
本
に
は
修
復
補
修
の
手
が
入
り
、

一
部
江
戸
後
期
に
新
調
さ
れ
た
能
絵
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
以
状
を

大
き
く
損
ね
て
い
る
が
、

国
立
能
楽
堂
本
と
能
楽
研
究
所
本
は
ほ

ぽ
版
袋
を
と
ど
め
て
お
り
‘
「能
御
絵
鏡
」
あ
る
い
は
「
能
御
絵

鑑
」
と
金
泥
品
川
の
あ
る
氷
結
も
制
作
当
初
の
も
の
ら
し
い
。
こ
れ

ら
一一
一本
は
そ
れ
ぞ
れ
き
わ
め
て
顕
似
す
る
阿
柄
で
胞
の

一
助
耐
を

揃
く
。
榊
凶
が
全
く

一
致
す
る
山
も
少
な
く
な
く
、

M
.
の
工

.M、

あ
る
い
は
系
統
を
川
じ
く
す
る
絵
師
の
手
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
よ
う
。
も
っ
と
も
、

コ
.
本
間
に
は
若
干
の
聞
胤
の
相
逃

も
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
は
而
を
付
け
な
い
ワ
キ
の
表
情
に
顕
著
に

あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
能
楽
研
究
所
本
に
見
え
る
ワ
キ
の
表
情
は
そ

れ
ぞ
れ
が
き
わ
め
て
個
性
的
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し

能 .，E. I"と絵柄

(図
版
1
)、
出
h
i
能
来
武
本
に
は

一
郎、

例
性
的
な
表
的
の
ワ
キ

も
・尚
じ
る
も
の
の
、
能
川
本
ほ
ど
に
多
慌
で
は
な
く
〈凶
版

2
)、

ま
た
宇
和
品
川
V
述
本
に
い
た

っ
て
は
、
よ
り

一
一
府
、
没
例
性
的
で

剛

一
的
な
揃
写
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

他
の
二

65 

本
が
い
ず
れ
も
横
長
長
方
形
の
地
紙
を
用
い
る
の
に
対
し
、
宇
和

図1:反1|刈版 2
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ω 

-U仰
辻
本
の
み
、
地
紙
を
門
恥
山

Y
M形
に
切
り
抜
い
た
も
の
を
ま
し
え
、
両
副
に
変
化
を
持
た
せ
て
い
る

こ
れ
は
前
述
の
修
白
川
削
修
に

際
し
て
の
処
附
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
・
・
一本
は
そ
れ
ぞ
れ
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
必
ず
し
も
川
時
朋
に
川

一
-L・ωで
制
作

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
制
作
時
期
や
制
作
者
に
お
干
の
呉
川
が
あ
る
こ
と
を
物
芯
っ
て
い
よ
う

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
三
本

の
先
後
関
係
で
あ
る
が
、
他
の
二
本
は
紙
本
清
色
で
あ
る
の
に
、
凶
立
能
楽
堂
本
の
み
絹
本
お
色
で
、
し
か
も
曲
目
を
示
す
組
簸
が
付
さ

れ
、
描
か
れ
た
場
面
を
示
す
羽
市
を

A
き
込
む
と
い
う
以
上
級
の
仕
織
で
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
U
さ
れ
る
。
ま
た
、
所
収
品
川
村
も
、

他
の
二
本
が
百
江
ト
凶
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
J
4

分
の
一
の
托
ト
凶
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

行
.
九
ト
同
の
中
か
ら
五
卜
図
を
選
ん
で

結
に
し
た
と
ら
併
し
う
る
が
、
日
以
初
か
ら
百
五
十
附
に
及
ぶ
-K
却
な
能
絵
鑑
を
制
作
し
た
と
見
る
よ
り
は
、
内
初
制
作
さ
れ
た
の
は
冗
十

同
の
能
絵
鑑
で
あ
り
、
そ
れ
を

m補
し
て
行
五
L
I

M

の
能
絵
鑑
が
山
米
た
、
と
見
る
ト
H
が
よ
り
現
尖
的
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
-一日
本

の
小
で
、
同
伝
能
寝
食
ぶ
・
が
沿
'u下
の
込
ん
だ
つ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
う
し
た
号
、
え
を
主
持
し
よ
う

す
な
わ
ち
、

|匝|

能
来
堂
本
の
制
作
時
期
が
抗
も
平
く
、

他
の
て
本
に
つ
い
て
は
、
下
如
何
品
川
V
江
本
の
人
物
航
写
が
や
や
予
仮
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
能
研
レホ

よ
り
も
若
・
ト
下
る
時
間
の
制
作
か
と
の
推
測
を
・
ボ
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に

「
能
絵
鐙
」
の
・
・
一
本
は
そ
れ
ぞ
れ
児
な
る
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
制
作
時
則
は
、
江
戸
中
則
の
特
定
の

時
則
に
限
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う

す
な
わ
ち
、
J

一本
の
う
ち
宇
利
-U伊
込
本
は
、
h

ハ
代
将
術
也
川
・
一
氷
山
川
に
側
川
人
と
し
て
仕
え

た
川
部
内
此
.Mが
将
市
・
米
よ
り
外
卸
し
た
け
川
と
い
似
え
ら
れ
て
い
る
ラ
下
利
-H
川
伊
辻
本
に
付
制
の
川
約
十
六
年

「
川
部
家
符
巾
代
川
」
に、

「・χ

附
院
殿

布
市
院
股
ノ
御
州
代
ヨ
リ
削
れ
飢
ニ
ハ
川
迎
派
之
、

於
御
拠
御
内
打
飢
ノ
雌
ニ
ハ
仰
ニ
山
・

μ
へ
航
」
と
あ
り
、
文
附
院
は
し
ハ
代

ん
氷
山
村
、
む
市
院
は
じ
代
米
柑
純
で
あ
る
か
ら
‘

こ
の

μ爪
を
い
ず
れ
ば
、

お
よ
そ
ん
仁
ぷ

・
-
此
郎
作
中
川
の
制
作
と
い
う
こ
と
に
な
る

ま
た
、

能
研
本
に
は
近
術
家
伝
来
と
す
る
貼
紙
が
あ
り
、
当
初
の
も
の
と
忠
わ
れ
る
木
鮪
に
、
件
付
野
作
湖
(
稲
川
川
橋
狩
野
山
家
の
飢

-
A
-
e

・内4

.a寸
れ
引

l
，
F
hη

没
)
の
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
ぷ
湖
乍
」
の
金
泥
刊
が
あ
る
。
能
研
本
が
近
術
家
川
縦
で
あ
る
こ
と
は
、
大
正
七
年
六
月
の
「
近
衛
公
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時
御
磁
器
約
官
凶
入
札
口
銭
」
に
「
ぷ
湖

能
御
絵
手
鑑

弐
帖
」
と
し
て
、
こ
の
能
絵
鑑
の
写
児
が
準
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
隊
尖

視
さ
れ
る
。
六
代
家
穴
の
い
炎
、
天
英
院
照
子
は
近
衛
北
川
照
の
長
女
、
す
な
わ
ち
、
近
衛
法
照
は
家
守
一
の
岳
父
に
あ
た
る
。
基
照
は
、
家山ハ

が
将
軍
に
就
任
し
た
後
の
宝
永
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
江
戸
城
に
滞
在
、
し
ば
し
ば
奥
に
出
入
り
し
て
、
歌
批
け
の
講
義
を
行
っ
た
ほ
か、

有
稜
故
実
に
つ

い
て
も
様
々
質
問
を
受
け
た
と
い
う
。
能
研
本

「能
絵
鑑
」
は
、
そ
う
し
た
際
に
、
将
軍
家
よ
り
近
衛
家
に
贈
ら
れ
た
も

の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
能
研
本
の
祭
者
、
狩
野
蒜
湖
は
、
家
宣
の
叩
府
藩
主
時
代
か
ら
の
お
抱
え
絵
師
で
も
あ
り
(
分
限
帳

『
ms府
民

下
録
』
に
「
高
伶
人
扶
持
」
の

「御
絵
師
」
と
し
て
狩
野
が
洲
の
名
が
見
え
る
)
、
「
能
絵
鑑
」
の
制
作
に
は
、
将
軍
家
穴
の
影
が
見
え
隠

れ
す
る
。
同
立
能
楽
怯
本
に
つ
い
て
は
、

紀
伊
徳
川
滞
附
家
老
、

水
野
家
の
ト
ボ
山
間
で
あ
る
水
野
山
品
川
が
所
脱
し
た
と
の
伝
ぷ
が
あ
る
の
み

で
、
家
ん
は
と
の
凶
わ
り
は
特
に
比
山
だ
せ
な
い
が
、

や
は
り
、

同
じ
よ
う
な
環
岐
で
制
作
さ
れ
た
吋
能
性
が
向
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

家
ん
川
は
な
u

多
山
況
の
能
を
学
び
、
江
.
ド
城
小
県
に
お
い
て
、

間
部
設
.Mら
の
近
出
と
と
も
に
矧
燃
に
出
能
に
興
じ
て
い
た
。「
能
絵
錯
」
の

所
収
山
日
は
当
時
の
喜
多
流
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
草
な
り
(
宇
和
尚
伊
述
本
の
う
ち
、
新
調
さ
れ
た
凶
の
中
に
は
「
千
引
」
の
よ
う
に
京

生
流
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
は
字
和
島
伊
達
本
の
修
復
補
修
が
、
宝
生
流
全
蝶
則
の
幕
末
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
て
ま
た
そ
こ
に
捕
か
れ
た
演
出
も
喜
多
流
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
例
え
ば
、
上
崎
り
で
は
〈
高
砂
〉
の
シ
テ
が
さ
ら
え
を
手
に
す

る
の
に
対
し
、
喜
多
流
を
は
じ
め
と
す
る
ド
崎
り
で
は
杉
詐
を
持
ち
、
ま
た
、
〈
天
鼓
〉
の
偶
妓
ム
リ
を
悦
く
一
位
ム
n
を
出
す
の
も
、
喜
多

・

能 .lE. rと絵情i

金
作
の
・

一流
の
み
、
と
い
っ
た
n
H
A
円
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
山
上
に
見
ら
れ
る
円
多
色
も
、
家
日
の
周
辺
で
「
能
絵
鑑
」
が
制
作
さ
れ

た
こ
と
を
物
加
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
傍
杭
と
し
て
、
山
安
徳
川
家
の
記
鈷
「
川
部
事
実
』
(
州
文
学
研
究
資
料
加
山
城
)
の
芯
引
を
挙
げ
て
お
き
た
い

元
文
六
年
(
一
七

四

二
、
天
英
院
鼎
子
(
・
一
家
立
の
必
)
が
亡
く
な
っ
た
後
、
彼
女
の
泣
um
が
次
々
に
川
安
家
に
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
泣
品
の
中
に
「
能
御

6i 

絵
援
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

元
文
六
年
(
一
七
四
こ
四
月
六
日
条
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
(
該
当
箇
所
を
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
)
。
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回

-
大
抗
〈
院
械
御
造
物
之
外
ニ
納
勉
リ
峡
n
山
々
、
今
日
庄
一
之
辿
米

後
伏
見
院
従
事

一
、
御
製
行
行

.j!i 
、待I

御)，~
n~ aト，、

物品
'1' 

近
衛
准
后
御
悦
ド

て

御

掛

物

- N: 

対
{却
.J!~ 
~~ 

笠
鐙

swh渋
川
市
官

、
.h郁
下
~hHqH九
H

U訓
V
1
E
，aq
d

・
"
"

巾
叫
ん
恥
側
倹
忠
卿

、
秋
A
U
御
軸
物

h
H
州
卿
御
事

、
税
ぃ
1
H
A
I
集

て

能
御
絵
鑑

一
、
ほ
絵
御
手
鑑

で

わ
れ
よ
八
仙
人

.
、
御
M
叶
胤
叫
付
野
秀
日
本

を申10¥符1和1自双
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〈

T
r
b
u

.ノ
U
H
M
"
A
U

.
、
御
胤
呂
先
御
肘
胤

• 
2
1
 

}
 

i.去
、臨i

i却ノk
n 

JJf. ;~ 
J~ ド

j民

山
川
縫

mL-川

一
、
米
臨
御
M
叶胤

双

一
、
耐

f
伽
阿
川
胤

双

川

M
慎

一
、
御
衝
立

脚

一
、
御
ム
ロ
下
梨
地

飾

一
、
御
火
鉢

此
後
追
々
、
雪
村
花
鳥
、
常
信
琴
碁
品
川
u
商
之
御
酔
胤
等
、
霊
芝
一
箱
、
[
記
弐
通
入
、

一
通
者
和
文
]
、
御
刀
掛
類
、

一
通
者
漢
文
、

其
外
御
盟
等
泊
茂
相
廻
ル
。

右
に
「
天
失
院
様
御
遺
物
之
外
」
と
あ
る
の
は
、
「
天
英
院
の
遺
品
以
外
の
品
」
の
謝
い
で
は
な
く
、
「
天
笑
院
の
そ
の
他
の
遺
品
」
の

能-JEJと絵繭

意
で
あ
る
。
「問
薄
明
実
』
の
前
日
(
凹
月
江
円
)
粂
に
よ
れ
ば
、
こ
の
口
、

「
天
英
続
様
御
法
物
」
と
し
て
、
二
条
為
家
銑
「
伊
勢
物
語
』
、

件
付
好
探
酬
惟

『花
鳥
押
絵
御
昨
風
』
な
ど
が
叩
安
・米
に
刷
け
ら
れ
て
お
り
、
山
花
・川
、
そ
の
他
の
遺
品
と
し
て
追
加
で
送
ら
れ
て
き
た
の
が
、

布
の
品
々
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
詑
引
は
、

田
安
家
に
も
か
つ
て
「
能
絵
鑑
」
が
所
出
賊
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
は
能
研

本
と
は
ま
た
別
の

「能
絵
鑑
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。『
m
川
部
事
実
」
は
、
.
大
災
院
の
遺
品
の
う
ち
、
絵
師
の
名
が
明
ら
か
な
も
の
に
つ

い
て

ハ叶
upu 

は
、
こ
れ
を
明
記
し
て
い
る
。
能
術
本
は
木
知
の
金
山
内
に
よ
れ
ば
狩
野
作
湖
の
市
で
あ
り
、
も
し
天
英
院
遺
品
の
「
能
絵
鑑
」
が
能
研
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本
と
同
一
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
も
春
湖
銃
の
注
記
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。『
旧
藩
事
実
』
に
よ
れ
ば
、
間
安
家
に
周
け
ら

れ
た
天
英
院
の
遺
品
の
う
ち
、
近
衛
基
照
や
後
水
尾
院
筆
の
掛
物
な
ど、

い
く
つ
か
は
回
安
家
中
の
武
士
が
拝
領
し
て
い
る
。
田
安
家
に

伝
わ
っ
た
天
英
院
遺
品
の
「
能
絵
鑑
」
も
、
後
に
紀
伊
滞
附
家
老
の
水
野
家
が
拝
領
し
、
同
家
に
襲
蔵
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
ケ
l

ス
も
、
あ
る
い
は
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
旧
安
山
本
が
も
と
紀
伊
徳
川
家
の
分
家
筋
に
あ
た
る
と
い
う
以
上
に
、
水
野
家

と
旧
安
家
と
の
関
わ
り
ゃ
」見
出
せ
ず
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
三
本
の
ほ
か
に
、
旧
安

家
に
も
ま
た
別
の

「能
絵
鑑
」
が
伝
わ
っ
て
い
た
と
見
た
方
が
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

『凹
薄
事
実
』
の
右
の
記
事
で
何
よ
り
注
目
さ

れ
る
の
は
、
そ
の
「
能
絵
鑑
」
が
天
英
院
の
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
天
英
院
照
子
は
近
衛
基
照
の
娘
と
し
て
京
都
に
い

た
幼
少
期
か
ら
、
時
の
品
川
子
内
親
王
や
兄
弟
と
と
も
に
、
し
ば
し
ば
轍
子
や
冷
瑠
璃
を
見
物
し
て
お
り
(
「常
子
内
親
王
日
記
』)
、
将
軍
御

台
所
と
し
て
江
戸
城
に
入
っ
た
後
も
、
大
奥
に
舞
妓
を
召
す
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
(
「徳
川
笑
紀
」。

宮
川
長
森
年
「
風
俗
図
巻
」
〔
東
京
国

立
博
物
館
蹴
〕
は
そ
の
機
子
を
描
く
も
の
か
)
。
家
五
没
後
、
部
飾
し
て
天
英
院
を
名
釆
っ
て
か
ら
も
、
御
能
見
物
の
た
め
に
、
し
ば
し

ぱ
江
戸
城
の
二
丸
や
西
丸
を
訪
れ
た
こ
と
が

「山
務
事
実
』
に
見
え
る
。
そ
の
御
能
の
場
で
、

m安
宗
武
が
徳
川
家
賃
一の
名
代
と
し
て

〈難
波
〉〈
鵜
飼
〉
の
能
を
舞
い
、
天
英
院
の
御
覧
に
入
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
能
を
深
く
愛
し
た
天
英
院
照
子
の
存
在
も
、

「
能
絵
鑑
」
の
制
作
を
促
し
た
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
家
宣
が
天
英
院
を
は
じ
め
と
す
る
近
判
明
者
の
た
め
に
、
御

用
絵
師
ら
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
の
が
「
能
絵
鑑
」
の
諸
本
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

現
存
す
る
三
本
の
「
能
絵
鑑
」
は
、
先
述
の
ご
と
く
、
そ
れ
ぞ
れ
同

一
山
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
構
図
で
拙
か
れ
て
い
る
(
図

版
3
・
4
)。
こ
う
し
た
現
象
は
、
粉
本
・
に
基
づ
く
能
絵
の
制
作
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
能
絵
鍛
」
の
制

作
に
際
し
て
も
、
共
通
す
る
下
絵
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
、

「能
絵
鑑」

以
前
の
作
品
に
、
こ
れ
と
同

一

の
桃
聞
の
能
絵
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、

「能
絵
鑑
」
が
、
先
行
す
る
能
絵
の
粉
本
に
基
づ

い
て
拙
か
れ
た
も
の
で



Ｈｏｓｅｉ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｒｅｐｏｓｉｔｏｒｙ

は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

i色
色

る

さ
ら
に
、
「
能
絵

拡
」
の
... ぶ
・
の
阿
川
仰
を
比

較
す
る
と
、

防
州
は
ほ
と

ん
と
川
し
な
が
ら
、

{~ 
J姶

人
物
の
品
川
き
が
微
妙
に
民

な
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
に
気
付
く

左
に
掲

げ
た
の
は
、
能
研
本
と
同

立
能
業
常
本
と
の
問
に
民

川
が
見
ら
れ
る
「
山
川
船
」

同
で
あ
る
(
肉
版

5
・
6
1

両
同
と
も
、
船
の
作
り
物

mt ' l(~r と絵桝

や
ワ
キ
の
描
き
方
は
酷
似

l叫It'i3 

l渇附4・1

し
て
い
る
が
、
能
研
本
が
、
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
日
本
の
L
J
と
辿
れ
れ
柿
ろ
う
と
す
る
府
の
子
と
の
問
で
組
段
宮
人
が
板
挟
み
に
な
る
場

似
の
事
例
は
、
中
仰
向
伊
辻
本
と
の
間
に
も
必
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

而
を
姉
く
の
に
対
し
、
同
h

仏
能
梨
常
本
は
そ
の
後
の
、
親
子
丘
人
打
ち
揃
っ
て
舟
に
決
り
、

w
kに
対
同
す
る
渇
耐
を
怖
い
て
い
る
。
川

制
作
に
お
け
る
惚
放
の
ド
絵
の
作
配
を
物
折
つ

71 

『
能
絵
鑑
」

て
い
る

』
こ
に
、

能
印
刷
本

・
川
な
能
仙
波
常
本

・
宇
和
山
川
V

述
本
の
J

・
本
に
比
一
泊
す
る
州
十
八
阿
に
つ
き
、
そ
の
悦
凶
の
同
川
の
打
燃
を
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示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
、
人
物
の
微
細
な
動

き
の
差
異
に
つ
い
て
は
特

に
奥
問
と
は
認
め
ず
、
明

ら
か
に
舵
図
や
人
物
の
動

き
が
巽
な
る
も
の
の
み
を

異
向
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

ま
た
、
装
京
に
つ
い
て
は

俳
図
が
同

一
で
あ
っ
て
も
、

文
様
ま
で
一
致
す
る
例
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
共
通
す

る
下
絵
を
用
い
な
が
ら
も
、

あ
え
て
異
な
る
文
総
の
装

東
を
描
く
こ
と
で
、
岡
両

島
骨ι

図版5

[豆1I:F.i6

に
変
化
を
持
た
せ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
装
束
の
文
様
の
相
違
に
つ
い
て
も
、
即
決
岡
の
例
に
は
加
え
な
か
っ
た
。

(
A
)
一一一
本
と
も
構
図
が
同
一
の
も
の
(
凶
山
)

高
砂

・
嵐
山
・

賀
茂

・
和
布
刈

・
回
村

・
頼
政

・
東
北

・
松
胤

・
湯
谷

・
江
口

・
葵
上

・
税
目
前
神

・
社
若

・
芦
刈

・
融

・
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天
技

・
安
宅

・
七
騎
絡

(B
)能
研
本
の
み
悦
凶
が
見
な
る
も
の

(日
品川
)

錐
波

・
乃
八
幡

・
在
松

・
氷
前

・
忠
度

・
尖
脱

・
野
々
官

・
野
守

・
凶
行
桜

・
海
上

・
橋
弁
出

(
C
)
川
立
能
淡
快
本
の
み

mm凶
が
邦
な
る
も
の

(G
山
)

山川
髭

・
小
鍛
冶

-m
m
-自
然
肘
上

・
仙
以
下
側

・
州側々

(D
)宇
和
品
川
V
述
・4
の
み
併
凶
が
見
な
る
も
の

(8
品川
)

阪

・
八
嶋

・
娃
界
-

A
I
H

利

・
山
姥

・
似
品

・
羽
衣

・
肱
川

(E
)三
本
と
も
そ
れ
ぞ
れ
併
問
が
旧
民
な
る
も
の

(5
山
)

市
対
弁
慶

・
道
成
寺

・
三
輪

・
府
船

・
お
減

右
に
見
る
よ
う
に
、
「
能
絵
鑑
」
の
三
本
は
、
そ
の
多
く
が
同
一
の
隣
凶
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
構
図
を
異
に
す
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
構
図
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
な
が
ら
、
登
場
人
物
の
動
き
が
微
妙
に
異
な
り
、
数
秒
前
あ
る
い
は
数
秒
後
の

場
市
を
描
く
例
も
散
見
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
実
際
の
舞
台
の
写
生
に
基
づ
い
て
、
怯
数
の
下
絵
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
物
話
っ
て
い
よ
う
。

能 .ff.jと絵画

そ
の
下
絵
を
適
宜
取
捨
選
択
し
て
、
「能
絵
鑑
」
の
祐
本
が
制
作
さ
れ
た
の
だ
と
与
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
行
す
る
能
絵
の
粉
本
に

頼
る
こ
と
な
く
、
写
生
に
よ
る
下
絵
か
ら
始
め
て
、
い
わ
ば
姉
き
ド
ろ
し
の
よ
う
な
形
で
、
五
十
図
、
さ
ら
に
行
五
十
閃
に
も
及
ぷ
膨
大

な
能
絵
の
作
品
が
完
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
多
大
な
労
力
と
時
間
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
。
当
時
こ
う
し
た

一
大
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
人
物
は
、

家内
川
以
外
に
考
え
難
い
。
家
穴
は
瓦
代
将
市
制
b
けを
も
越
え
る
能
柾
い
と
し
て

73 

知
ら
れ
る
が
、

「
能
絵
鑑
」
も
ま
た
、
そ
の
能
紅
い
を
伝
え
る
資
料
の

一
つ
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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江
戸
中
期
以
後
、
他
に
も

「能
絵
鐙
」
と
同
じ
構
図
を
持
つ
作
品
が
い
く
つ
か
作
ら
れ
て
い
る
。
国
立
能
楽
堂
蔵

「御
能
狂
言
図
巻
」

は
、
能
六
図

・
狂
言
五
図
を
収
め
る
江
戸
中
期
制
作
と
見
ら
れ
る
絵
巻
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
「
八
嶋
」
を
除
く
能
五
図
が
、

「能
絵

鑑」

と
ほ
ぼ
同
じ
図
様
で
、
そ
の
影
響
関
係
が
顕
著
に
窺
わ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
「
能
絵
鑑
」
三
本
の
う
ち
、
特
に
国
立
能
楽
堂
本
と
近

い
附
係
に
あ
り
、
「
白
髭
」
「
狸
々
」
の
二
図
は
、
問
立
能
楽
堂
本
と
構
図
の

一
致
を
み
る
。
図
様
が
全
く
異
な
る
「
八
嶋
」
図
に
つ
い
て

は
、
「
能
絵
鑑
」

三
本
が
揃
っ
て
前
場
を
揃
く
の
に
対
し
、
本
絵
巻
の
み
後
場
を
描
く
c

あ
る
い
は
、
「
八
的
」
の
後
場
を
描
く
「
能
絵

鑑
」
が
別
に
存
在
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
粉
本
を
利
用
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
「
能
絵
鑑
」
に
探
用
さ
れ
な
か
っ
た
後
場
の

下
絵
に
拠
っ
て
柿
か
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
絵
巻
が
「
能
絵
鑑
」
の
影
響
下
に
あ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。
「
能
絵
鑑」

と
ほ
ぼ
判
じ
構
図
で
拙
か
れ
て
い
る
「
百
万
」
図
の
ワ
キ
が
、
制
で
は
な
く
男
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
注
文
主
な
ど
と

の
関
係
で
、
上
掛
り
の
演
出
の
形
に
改
変
さ
れ
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
近
年
紹
介
さ
れ
た
下
回
家
政
能
絵
貼
交
肝
風
に
も
、

「能
絵
鑑」

と
構
図
を
向
じ
く
す
る
能
絵
が
見
ら
れ
る
(
保
凹
紺
雲
氏
御
示

教
)
。
同
俳
風
の
所
収
図
は
、
日
砂

・
老
松

・
氷
室
・
川
村
・

融

・
松
風

・
三
輪

・
西
行
桜

・
道
成
寺

・
附
蜘

・
・刈
弁
嵯

・
柏市門凶介

・
橋
弁

慶

・
張
良

・
不
明
山
の
十
五
図
。
い
ず
れ
も
扇
面
聞
で
、
画
面
上
部
に
余
砂
子
が
散
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
閃
が
「
能
絵
鑑
」
と
深

い
凶
係
に
あ
る
こ
と
は
、
両
者
の
図
様
が
酷
似
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
右
の

「御
能
狂
言
図
巻
」
の
例
と
は
異
な
り
、
「
能

絵
鑑
」
三
本
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
一
線
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
老
松

・
氷
室

・
凶
行
桜

・
一一
一輪

・
州
弁
慶
の
五
闘
は
能
研
本
、
道
成

ヰサ

・
郎
耶
の
ニ
闘
は
悶
立
能
楽
鉄
本
と
構
図
が

一
致
し
、
張
良
の
図
は
「
能
絵
鑑
」
三
本
の
い
ず
れ
と
も
別
の
椛
凶
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
下
回
本
能
絵
貼
交
昨
風
、
そ
し
て
先
の
「
御
能
狂
言
図
巻
」
と

「能
絵
鑑」

と
の
関
係
が
、
粉
本
を
通
じ
て
の
緋
凶
の

一
致
な
の
か
、

そ
れ
と
も
、
共
通
の
下
絵
の
利
用
に
よ
る
の
か
は
、
現
時
点
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
「
能
絵
鑑
」
の
図
様
が
後
代
の
能
絵
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
作
例
と
し
て
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
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江
.
ド
別
に
制
作
さ
れ
た
能
絵
の
多
く
は
、

先
行
の
川
凶
を
附
拠
し
、
そ
れ
を
締
り
返
し
川
い
る
こ
と
で
は
旅
さ
れ
た

仏川
内
の
能
州
市川

点
は
、
能
松
制
作
の
防
に
川
い
ら
れ
た
粉
本
の
集
成
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
も

「能
給
鑑
」
に
込
づ
く
能
給
の
扮
本
が
合
ま
れ
る
。
し
か

し
、
扮
本
に
よ
る
制
作
が
作
泌
で
あ
っ
た
れ

μ別
に
も
、

び
引
に
ぷ

h

づ
く
能
松
の
制
作
は
盛
ん
に
行
わ
れ
た

政
は
多
く
な
い
が
、
「倣

裂
し
ぷ
州
」「
拡
ぷ
日
以
郡
能

η生
側
を
」「
叫
靴
山
内
他
机
.
.
け
い
切
使
帖
」
(
と
む
に
同
屯
能
来
世
桜
)
な
と
、

い
く
つ
か
の
作
品
を
研
げ
る
こ
と
が

山
米
る

「散
柴
之
凶
」
は
文
化
作
聞
の
大
坂
級
以
北
川

Z
Nな
ど
で
の
い
刷
能
川
、

「拡
ぷ
日
以
郎
能
写
生
同
在
」
(
似
地
}
は
叫
ぶ
の
い
以
郎
竹
内

録
台
な
ど
で
の
節
能
同
、
「
鋭
附
一
時
能
抗
日
写
生
帖
」

は
拡
ぷ
の
け
町
針
ム
u
な
ど
で
の
脱
欧
座
衆
の
抗
能
を
V
F
小
い
し
た
も
の
で
あ
る
。
絵

師
は
不
明
だ
が
、
狩
野
派

・
土
佐
派
な
ど
の
正
系
の
絵
師
の
予
に
な
る
も
の
は
な
く
、
そ
の
多
く
は
町
絵
師
や
必
人
の
手
に
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
「散
楽
之
凶
」
に
つ
い
て
は
、
大
以
の
浮
世
絵
師

・
流
光
点
如
よ
の
息
チ
、
多
賀
子
健
の
軍
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
こ

と
が
あ
る
(古
本
主
造

「国
立
能
楽
堂
抑
制

『散
楽
之
凶
」
」
「
問
立
能
楽
堂
調
査
研
究
』

-

〔一千
成
十
九
年

日
本
長
術
文
化
振
興
会
〕
)
。

現
h

仔
作
例
は
い
ず
れ
も
江
戸
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
も
の
で
、
こ
の
時
期
、
伝
統
的
手
法
に
よ
ら
な
い
新
た
な
能
絵
の
枇
界
が
開
拓

さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
儀
相
を
波
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

一
試
戸
別
に
は
、
能
絵
の
流
行
と
と
も
に
、
狂
-d
絵
だ
け
を
集
め
た
画
帖
や
巻
物
も
多
く
作
ら
れ
た
@
紅
一日
へ
の
関
心
が
日
ま
り
、
抗
日

尽
く
し
の
興
行
が
度
々
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
江
.
ド
初
期
の
狂
J
凶
の
鉱
山
作
品
は
、
抗
力
作
品
研
究
の
点
，
裂
な
材
料
と

能 .lE¥ iと松jilij

も
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
こ
と
は
、
先
述
の
辿
り
で
あ
る
。
能
絵
と
川
じ
く
、
狂
---H
絵
の
分
肝
で
も
江
.
ド
小
則
に
は

扮
・
ぷ
・
に
必
づ
く
制
作
が

一
舵
的
と
な
り
、

さ
ほ
ど
日
立
っ
た
凶
川
を
示
し
て
い
な
い
が
、

拡
ぷ
に
な
る
と
、

伊
勢
川
水
、
川
制
眺
点
、
出
抑

川
仕
同
な
ど
、

れ
ら
托
汀
師
と
し
て
鈎
ム
けに
も
伝
っ
た
側
性
派
の
絵
附
が
現
れ
て
、
紅
J
独
特
の
軒
妙
な
助
さ
を
生
き
生
き
と
州
く
こ
と

に
な
る
。

75 
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ぬ
孔

江

戸
初
期
古
能
証
言
之
国
(
図
立
能
楽
盆
蔵
)
江
戸
時
代
初
期

能

・
狂
言
の
上
演
場
}聞
を
揃
い
た
絵
画
。

一
枚
に

一
山
の
能
な
い
し
町
住
吉
の
闘
を
術
く
。
能
七
図
、
証
言
十
三
凶
の
計
二
十
枚
を
図
立
能
楽
立
が
所

蔵
す
る
ほ
か
、
早
稲
田
大
学
術
劇
博
物
館
に
も
こ
れ
と
も
と
一
兵
の
絵
が
ま
と
ま
っ
て
所
蔵
さ
れ
る
。
舞
台
に
は
い
ず
れ
も
地
謡

h

肢
が
な
く
、
鋭
紋

も
白
木
で
あ
る
な
ど
、
江
戸
初
則
の
能
舞
台
の
特
徴
が
見
て
取
れ
、
そ
の
頃
の
制
作
ら
し
い
。
各
図
に
毛
艇
や
敷
布
の
上
で
見
物
す
る
庶
民
の
観
容

の
安
が
姉
か
れ
、
そ
の
姉
写
も
凶
条
河
原
遊
楽
阪
な
ど
の
近
世
初
山
別
風
俗
耐
と
の
共
通
性
を
思
わ
せ
る
。
「
能
給
」
が
成
立
す
る
以
前
の
、
過
渡
的

な
作
例
と
し
て
貨
車
。

76 
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ぬ
ロ
能
狂
言
凶
巻
(
能
楽
研
究
所
蔵
)

能
函
七
悶
、
狂
言
随
八
凶
を
収
め
る
巻
物
。
制
作
時
期
や
絵
師
は
不
明
だ
が
、
江
戸
前
期
頃
の
町
絵
師
の
作
か
。
能
絵
の
画
中
に
日川
市
の

一
部
を
古

き
込
む
点
が
珍
し
く
、
袋
小
米
な
ど
の
彩
色
に
金
箔
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
も
役
目
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
奈
良
絵
本
工
房
の
作
か
。
能
絵
の
所
収
曲
目

は
「
.3林
院
」
「
小
菅
」
「
遊
行
柳
」
「
県
塚
」
「
阿
湘
」
「
錦
木
」
「
品
以
前
」。

こ
こ
に
は
「
高
砂
」
「
道
成
寺
」

と
い
っ
た
代
表
的
な
泌
自
が
ほ
と
ん
ど

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
も
と
は
さ
ら
に
多
く
の
薗
が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

能 .~J言と絵画77 
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ぬ
け
M

能
府
市
副
帖
(
困
立
能
楽
企
蔵
)

二
十
四
山
の
能
絵
を
収
め
る
折
帖
。
長
年
令
一
気
に
触
れ
て
い
た
た
め
か
、
全
体
に
黒
ず
ん
で
お
り
、

一
部
、
紙
の
破
制
も
見
ら
れ
る
。
も
と
も
と
貼

交
堺
風
で
あ
っ
た
も
の
を
改
装
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
古
級
で
素
朴
な
焔
写
が
印
象
的
な
作
品
で
、
山
に
よ
っ
て
ワ
キ
や
ツ
レ
を
一
部
省
的
す
る
な
ど
、

商
聞
の
簡
素
化
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
常
者

・
制
作
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
そ
の
画
風
か
ら
江
戸
前
期
の
鐙
と
般
定
さ
れ
、
「
能
絵
鐙
」
に
先
行
す

る
能
絵
の
逃
口
問
と
位
世
付
け
ら
れ
る
。

78 
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h
H

能
府
市
阿
鮎
{
川
悦
能
漏
市
金
政
)

問
山
泌
ト
仁
池
川
家
伝
h

ド
の
折
帖
火
紙
に
池
川
家
の
紋
で
あ
る
倒
的
般
を
あ
し
ら
う

A
K
-
-
ト
同
所
以

h
u
i
日
は
、
い
ず
れ
も
共
泊
す
る
例
同

で
他
地
の
・
川
崎
両
を
術
く
作
品

mで
あ
り
、

M
.
(あ
る
い
は
川
系
統
}
の
粉
本
に
誌
づ
い
て
儲
か
れ
た
も
の
と
篠
山
M

さ

れ

る

州
小
に
能
の
川
収
を

X

S
込
む
の
か
珍
し
く
‘
そ
の
た
め
に
、
州
に
よ
っ
て
は
机
仰
木
の
人
物
の
配
附
を
打
L
1
笈
.
史
す
る
ほ
か
、
ワ
キ
を
ゆ

nmす
る
な
ど
の
処
仰
れ
が
な
さ
れ
て

い
る

能 .!L， tと絵l南i

ザザ

・
山

，品
川

-h4J

h

‘将
官
串
'
本
山
げ

¥ ヤてI

~ (r、(れ

マfベ
;/ .，.' 

'広ー!乞

戦.1.1&ヌミ約
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尚
は
M

能
之
図
(
国
立
能
楽
堂
蔵
)

仙
台
市
際
主
伊
途
家
旧
蔵
の
巻
物
。
二
巻
か
ら
成
り
、
全
六
十
凶
所
収
。
各
巻
の
奥
常
に

「
柳
主
管
(朱
印
こ
の
署
名
が
あ
り
、
正
徳
二
年
(
一
七

一

二
)
没
の
狩
野
派
の
絵
師
、
狩
野
柳
古
の
併
と
知
ら
れ
る
。
作
者
が
明
ら
か
な
能
絵
と
し
て
質
量
。
h
M
・
応
は
い
ず
れ
も
大
名
家
の
伝
来
口
聞
で
あ

り
、
江
戸
前
則
、
派
大
名
家
の
求
め
に
応
じ
て
数
多
く
の
能
絵
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

80 
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ぬ
ほ
川
能
絵
鑑
(
能
阜
市
研
究
所
桜
)

近
術
家
伝
来
の
山
公
然
な
能
向
帖
。
会
二
鮎
。
行
五
十
凶
を
収
め
る
。
脇
能
に
始
ま
り
、
修
桜
能

・
袋
物
と
山
柄
制
に
配
列
。
木
知
の
金

M
Kげ
に
よ
れ

ば
、
ム
ハ
代
将

m
-徳
川
家
立
の
御
川
絵
師
で
あ
っ
た
狩
野
ぷ
洲
(
一
・じ
二
六
年
没
}
の
情
。
収
録
同
の
山
口
は
怒
多
流
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
.
致
す
る
。

そ
の
収
鈷
品
川
日
や
伝
米
な
ど
か
ら
、
川
川
口
多
械
の
能
を
や
ん
だ
徳
川
・一本
日
の
川
辺
で
制
作
さ
れ
、
山
氷
山
H.
の
長
の
尖
家
で
あ
る
近
術
家
に
附
ら
れ
た
も
の

と
挑
・
策
さ
れ
る
。
而

・
叶火点

・
作
り
物
の
揃

wvは
初
級
を
側
め
、

民
術
品
と
し
て
従
れ
た
作
品
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
能
の
前
山
山
ん
を
辿
る

k
で
も

第
.
級
の
お
H
科
で
あ
る
。

白

魚

能 .JEUと絵l由i81 
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82 

ぬ
げ
能
絵
鑓
(
同

hu能
栄
悦
蔵
)

金
五
十
附
の
能
絵
を
収
め
る
能
給
銭
。
同
ぷ
能
淡
悦
本

・
字
削
刊
品
川
V

述
家
本

「
能
絵
鐙
」
が
い
ず
れ
も
紙
本

-m色
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
な
能
山
川
ボ
伶
一

本
・
の
み
紛
本
お
色
で
あ
り
、
豪
快
き
が

.
M際
立
つ
。
山

H
を
一不
す
泡
銭
に
、
捕
か
れ
た
劫
加
を
示
す
討
な
が
み
さ
込
ま
れ
て
い
る
の
も
、
出
立
能

楽
堂
本
の
み
の
特
徴
で
あ
り
、
よ
り
乎
の
込
ん
だ
制
作
ぶ
り
が
政
え
る
。
J

一本
・
現
作
す
る

「能
絵
策
」
の
中
で
も
日
以
上
級
の
作
品
に
佼
的
づ
け
ら
れ

よ
う
。
人
物
の
衣
料
川
の
摘
さ
方
は
能
研
本
と
は
や
や
災
な
り
、
別
の
絵
仰
の
乎
に
な
る
か
。
住
吉
如
疫
の
本
と
す
る
係
め
丹
き
が
付
属
す
る
が
信
じ

が
た
い
。
水
野
男
同
財
家
旧
政
と
伝
え
る
。
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ぬ
同
問
御
能
托
-
パ
同
巻
(
凶
立
能
端
本
堂
磁
}

能
六
凶

・
従
J
一
九
閃
を
収
め
る
納
本
治
色
の
絵
巻
。
脇
能
「
山
口
銘
」
に
始
ま
っ
て
、
能
「
山
知
々
」
で
終
わ
る
と
い
う
六
設
立
の
番
組
総
成
に
な
っ
て

お
り
、
能
と
托
・
汀
を
交
互
に
揃
く
。
そ
の
う
ち
「
人
的
」
の
.
凶
を
除
く
全
て
の
能
の
闘
が
「
能
絵
鐙
」
と
ほ
ぼ
同
じ
協
同
を
と
り
、
問

一
の
て
JM

か
、
あ
る
い
は
川
系
統
の
絵
附
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
ザ
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
同
立
能
来
品
川
本
と
近
い
関
係
に
あ
り
、
「

-n
M凶」

「
刻
々
」
の
.. 附
は
、
同

h

仏
能
淡
常
一
本
と
桃
川
が
矧
似
す
る
{
能
川
削
ぶ
・・

宇
和
山
川
川
川
述
本
と
は
小
ω
民}
。

能 .JI.Tと絵i由i

~々
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ル
川
凶
能
楽
図
譜
(
能
楽
研
究
所
蔵
)

能

・
狂
言
絵
制
作
の
た
め
の
粉
本

・
下
絵
。
金
五
十
八
枚
。
一

部
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
怨
致
の
典
な
る
絵
が
混
殺
し
、
複
数
の
絵

師
の
手
に
な
る
ら
し
い
。
伝
来
の
絞
綜
や
銑
写
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
「
金
札
」
問
中
に
「
行
年
八
十
二
歳
雪
中咋
商
」
と
思
一
容
が
あ
り
、
廿火

↑
燃
の

門
人
と
し
て
商
業
に
も
堪
能
で
あ
っ
た
術
主
流
協
役
者
、
町
制
王
淡
右
衛
門
(宵
界
)鍛
の
能
絵
の
写
し
も
合
ま
れ
る
。
能
絵
の
制
作
過
程
が
波
え
る
貴

重
な
資
料
。
友
に
は
そ
の
「
金
札
」
と
「
常
陸
術
」
「
氷
室
」
の
闘
を
掲
げ
る
。
「
常
殴
荷
」
は
江
戸
期
、
宝
生
流
の
み
の
所
協
州
で
あ
っ
た
秘
的
。

「
氷
山
金
」
図
は
、
能
研
本

「能
絵
鑑
」
の

「氷山怠
」
図
(ぬ
凶
)
と
問
栴
凶
で
、
「
能
絵
鑑
」
の
粉
・
本
・
が
後
世
ま
で
受
け
縦
が
れ
て
い
た
様
相
を
示
し
て

い
る
。

84 
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尚
却
能
之
凶
式
(能
楽
研
究
所
蔵
)

元
禄
十
年
(
一
六
九
七
)刊
の
絵
入
り
能
楽
概
説
書
。
能
の
由
来
に
つ
い
て
の
解
説
、

物件
ムロ

・
而

・
衣
装

・
小
道
日
付

・
作
り
物
の
悶
解
、
訴
の
山
名
目

録
な
ど
を
収
録
す
る
。
大
部
分
は
貞
一手
間
作
(
一
六
八
七
)刊

「能
之
訓
談
開
設』

か
ら
の
低
級
で
あ
る
が
、
凶
版
を
大
幅
に
地
繍
す
る
な
ど
、
入
門

校
と
し
て
の
性
格
を
よ
り
顕
者
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
「
高
砂
」
「
道
成
寺
」
な
ど
、

二
十
山
に
及
ぶ
能
の
舞
台
肉
の
挿
絵
を
新
た
に
収

め
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
婦
絵
の
い
く
つ
か
は
、
仏間日

i
ほ
川
の
谷
閣
と
人
物
の
俄
図
が
酷
似
し
、
同
系
統
の
粉
本
を
参
照
す
る
ら
し
い
。

能 ・狂言・と絵図

。: "'~{ í1首
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ぬ

包

狂

言
古
図
「
禰
立
山
伏
」
(
佐
野
文
館
内
服
)

従
貯
竪
氏
旧
蔵
。
同
じ
く
笹
野
氏
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
「
狂
言
古
凶
」
(
国
立
能
楽
堂
蔵
)
、

「狂
言
後
紫
古
画
帖
」

(江
島
博
志
氏
蔵
)
と
問
一蹴
の
形

状

・
寸
法
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
も
と
一
具
の
般
れ
と
見
ら
れ
る
。
中
央
の
大
黒
天
の
部
分
だ
け
が
例
り
立
か
れ
、
そ
こ
に
後
か
ら
方
形
の
紙
が
貼
ら
れ

て
い
る
。
左
に
禰
賞
、
右
に
山
伏
の
姿
を
描
く
。
制
酬
の
姉
写
な
ど
に
、
狂
言
古
図

・
狂
言
後
索
古
磁
帖
と
北
ハ
、
過
す
る
錐
致
が
見
て
取
れ
る
。
現
在
は

メ
ク
リ
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
裂
に
金
砂
粉
が
付
析
し
て
お
り
、
も
と
は
堺
風
に
鮎
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
た
か
。

86 
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尚
詑

狂

言

「品
川
引
」
悶
(能
楽
研
究
所
総
)

狂
言
古
閑
な
ど
と
同
様
、
団
扇
型
の
狂
言
凶
で
あ
る
が
、
寸
法
が
や
や
大
振
り
で
、
別
系
統
の
作
品
ら
し
い
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
肉
じ
大
き
さ
で
、
鍬
下
致

も
よ
く
似
た
団
扇
型
の
狂
言
闘
が
他
に
も
現
存
し
、
も
と
も
と
三
十
枚
以
上
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。一

巡
の
狂
言
古
凶
の
作
品
群
よ
り
や

や
時
代
が
下
る
時
期
の
制
作
ら
し
い
が
、
そ
の
分
描
写
も
洗
練
さ
れ
、
役
者
の
生
き
生
き
と
し
た
動
き
を
鮮
や
か
に
伝
え
て
い
る
。
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E
r
 

も;蕗

均
的ω

筏
一J
凶
巻
(鴻
山
文
州
政
)

品
川
節
斎
(
伝
.小川判
)
の
市
に
な
る
A
t
-
-卜
一
.
山
の
托
・J
州
。
巻
末
の
川
市
川に

よ
れ
ば
、
兆

一
円
相
前
の
従
・U
雨
巷
を
絞
り
し
た
も
の
と
い
う
。
江
戸
中
川
州

頃
の
作
。
リ
チ
ャ
l
ド

・
p
・
ゲ
1
ル
氏
政
の
炎
.
燃
勺

「抗
日
絵
巻
』

が
本
谷
の
.
版
本
で
、
そ
の
原
本
の
安
を
克
明
に
写
し
て
い
る
。
補
修
の
際

の
鎖
的
が
あ
り
、
州
中
に
記
載
の
品
川
名
は
そ
の
補
修
後
に
作
き
加
え
ら
れ

た
も
の
で
、

「米
市」

「恵
比
定
昆
沙
門
」
の
阿
の

一
部
を
「
児
沙
門
述

歌
」
と
誤
っ
て
記
入
す
る
。
写
真
は
、
淑
為
捌
が
鬼
と
行
引
き
合
戦
を
繰

り
広
げ
る
狂
戸
「
計
引
」
の

一
場
而
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
鬼
の
表
情
が
而
白

、
。
iv 
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尚
剖

征

江

「節
分
」
問
{能
楽
研
究
所
蔵
)

江
.P
の
町
絵
師
、
山
仰
向
谷
の
恰
い
に
な
る
狂

3
州
。
問
符
は
・ば「
川附
十
江
年
{
.
じ
三
O
}
の
生
ま
れ
、
文
化
・冗
年
ご

八
O
問
)
の
没
。
一
酬
を
防
火
.
燃
の
門

人
依
脇
由
之
に
学
び
、

一
燦
風
の
風
俗
画
を
御
意
と
し
た
。
本
紬
を
収
め
る
初
代
げ
に
は

「耐
制
」
と
あ
る
が
、
武
・必
而
に
設
笠
と
い
う
出
で
立
ち
か

ら
、
狂
汁
「
節
分
」
に
管
場
す
る
越
裟
・
川
の
山
地
の
姿
を
揃
い
た
も
の
と
知
れ
る
。
「
節
分
」
は
節
分
の
伐
に
や

っ
て
き
た
必
柴
山
の
山泌が、

一
人
で

留
守
を
す
る
次
に
懸
怨
す
る
も
、

一u
に
よ
っ
て
追
い
払
わ
れ
る
と
い
う
内
符
の
絞
一u。
本
間
の
鬼
の
揃
写
は
、

一
燦
管
「
十
二
ヶ
月
胤
俗
凶
巻
」

(
現
所
在
不
明
。
模
本
東
京
樹
立
博
物
館
蔵
)所
収
の
打
紘
一日
「
節
分
」
図
に
怖
か
れ
る
鬼
の
姿
と
除
似
し
(
一
部
衣
袋
の
術
写
に
相
述
あ
り
て
一
一
線
の

保
闘
に
基
づ
く
粉
本
を
利

mす
る
ら
し
い
。
な
お
、
大
正
問
年
の
京
ぷ
尖
術
倶
楽
部

『某
大
家
所
蔵
口
川
入
札
』
の
日
録
に

「お
谷

叙
3

双
制
」

が
見
え
、
本
品
開
も
も
と
は
双
幅
で
、
そ
の
片
側
に
、
「
節
分
」
の
も
う

一
人
の
登
場
人
物
で
あ
る
女
の
姿
が
捕
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

~E ， i r~自分J I宜|
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ぬ
お
能
楽
凶
絵
(
能
楽
研
究
所
殺
)

明
治

・
大
正
期
に
活
蹴
し
、
附
和
二
年
に
没
し
た
月
間
排
漁
は
、
他
州
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
政
弘
に
多
大
な
功
制
を
来
た
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ

る
。
浮
枇
絵
師
の
刀
附
附
万
年
や
υ山
形
H

バ
緋
ら
に
附
州
市
'o
当
初
は
伶
の
尖
米
の
俄
で
あ
る
坂
巻
姓
を
名
来
っ
て
い
た
が
、
明
治
末
年
頃
か
ら
、
バ
附
万

年
と
川
M

附
し
た
付
の
泊

3
に
よ
り
、
刀
附
挑
漁
を
b
h
来
る
。
そ
の
俳
倣
川
明
仰
の
・ぃ人
作
と
も
い
う
べ
き
作
品
が
‘
明
治
一:
ト
年
か
ら
・
・
一十

κ年
・
に
か
け

て
州
版
さ
れ
た
「
能
濃
凶
絵
」
、
大
正
十
.
年
か
ら
卜
凶
年
頃
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
「
能
淡
町
幣
』
で
あ
り
、
創
刊
紙
な
備
制
と
変
化
に
山
ん
だ
州

hr
J
で
能
耐
の
世
界
に
新
境
地
を
聞
い
た
。

能 .~五六と絵|描i

‘ • • 
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尚
m
山
能
尚
凶
式
(
野
上
文
服
部
概
}

ヒ
殺
で
歌
川
副
芳
に
浮
叶
一
絵
を
学
ぴ
、
さ
ら
に
前
村
制
白
に
つ
い
て
狩
野
派
を
学
ん
だ
何
鍋
焼
斎
は
、
大
山
賊
流
の
狂
-
J
を
も
晴
む
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト

の
持
ち
主
で
あ
っ
た
映
斎
の
両
側
は
多
岐
に
わ
た
る
。
狂
汀
州
も
多
く
間
伐
し
て
お
り
、
そ
の
代
長
作
に
は
慶
応
ぷ一
年
ご

八
六
じ
)刊
行
の
『
能
両

側
式
』
が
あ
る
。
明
治
士
十
一・
・
年
に
ド
谷
御
知
山
町
の
有
川
合
兵
術
よ
り
刊
行
さ
れ
た
本
内
は
、
そ
の
「
他
出
向
閉
式
』
か
ら
符
1
u

州
を
抜
き
山
し
て
川

版
し
た
も
の
で
、

「本
六
駄
」
「
依
大
名
」
以
ド
、
会
ヒ
十
二
併
の
托
-ru
州
を
収
め
る
c

そ
の
特
妙
高
川
脱
な
市
孜
は
、
蹴
動
感
あ
ふ
れ
る
犯
・
バ
の
励
き

を
余
す
と
こ
ろ
な
く
術
写
し
、
暁
宵
川
の
点
竹
川
以
を
示
し
て
い
る
。

90 
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尚
幻
総
楽
凶
式
(
能
楽
研
究
所
桜
)

能

・
叙
-J
の
待
合
凶
を
術
く
木
版
多
色
刷
の
絵
本
。
金
二
十
六
制
を
収
め
る
。
明
治
問
十
年
の
刊
行
な
が
ら
、
江
戸
械
で
の

「
可
欠
立
A
H
」
や
、
武

士
が
H
凡
所
に
肘
鋭
ぶ
宝
性
宅
で
の
能
初
め
の
例
な
ど
、
総
ボ
の
山
川
能
の
隙
，
f
を
伝
え
る
絵
凶
が
散
見
す
る
何
鍋
晩
粛
の
作
。
他
の
能

・
狂
-J
の
併

合
凶
は
山
名
と
流
儀
取
引
を
併
記
。
府代
ed
の
附
併
合
同
が
的
も
多
く
、
鳩
山
山
の
「
Mm
峨
」
「
参
宮
」
な
ど
の
同
は
、
A
，
は
失
わ
れ
た
鷺
山
此
の
前
山
を
伝
え

る
資
料
と
し
て
も
段
坑
で
あ
る
。
写
真
は
、
主
住
宅
で
の
能
初
の
制
と
、
犯
・バ「
円
相
伐
」
の
同
。

能 .lllI-と絵図91 
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ぬ
持
能
濃
ス
ケ

ッ
チ
(能
策
研
究
所
必
)

戦
川
町
中
の
能
で

綿
花
J

け
を
A
d
む
)
の
ス
ケ
ッ
チ
。
州
ん氷
は
.小
川
だ
が
、
泌
絞

V
氏
の
よ
う
に
動
さ
の

一
つ
.
つ
を
従
え
た
デ
ッ
サ
ン
か
ら
は、

剛
山氷

の
ぼ
か
な
校
以
が
鴛
わ
れ
る
削
悦
U
U
の
八
冊
に
は

「
.K
L1
・」

か
ら

「

κ十
八
弘
ま
で
泌
し
田
町
り
が
付
さ
れ
て
お
り
.
さ
ら
に
・九
十
間
分
が
別
に
作

介
比
し
た
ら
し
い
附
和
十
八
年
か
ら
十
九
年
に
か
け
て
の
、
以
以
火
山
の
制
似
会
能
濃
常
で
の
減
能
か
山
中
心
万
点
は
、
附
初
L
l
九
年
の
出
向
引
い
山念

日
に
し
し
抗
さ
れ
た
以
前
鑑
」
、
お
よ
び
川
年・・
川
六
日
の
制
附
A

公
定
期
能
で
上
滅
さ
れ
た
隅
川
川
」
の
ス
ケ
ー
チ

「
e
M
W緒
」
は
峨
減
免
仰
の

た
め
に
作
ら
れ
た
所
作
能
米
英

d
伐
の
訓
を
受
け
て
、
市
川慨
に
鑑
船
を
進
め
る
絃
必

・
砲
術
し
し
ら
の
安
を
指
〈

「問
川
川
」
は・
川晶子
を
さ
ら
わ

れ
た
川
り
が
花
火
と
な
っ
て
わ
が
子
を

d
ね
‘
隅
川
川
ま
で
や
っ
て
き
た
均
耐
を
偽
く
シ
テ
は
と
も
に
」
ハ
悦
脱
欧
鋭
一
之
一
本
(俗
勺
)
が
つ
と
め
た
。

92 
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五
、
能
の
興
行
を
記
録
す
る
絵
画

江

μ中
氷
川
に
な
る
と
、
あ
る
能
の
出
し
を
、

.
辿
の
時
間
的
披
移
と
と
も
に
、
そ
の
純
ム
H

の
山
氏
側
も
合
め
て
怖
い
た
、
新
た
な
地
内
の

能

・
技・
J
両
が
な
場
す
る
。
前
節
で
取
り
上
げ
た
倣
々
な
絵
耐
作
品
が
、

も
っ
ぱ
ら
鮮
人
打
k
で
怖
じ
ら
れ
る
能

・
托
.
.
は
そ
の
も
の
を
捌
く

の
に
対
し
、

「能
の
興
行
を
記
録
す
る
絵
阿
」
は
、
掛
川
向
上
で
の
出
能
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
凡
物
す
る
制
符
の
資
、
務
局
で
山
砕
を
仰
向

つ
役
持
の
安
な
ど
に
も
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、
能
の
似
し
の
全
体
的
問
を
描
く
こ
と
に
主
眼
を
お
く
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
純
の
絵
州
は
、

前
能
の
H
H
体
的
様
子
を
伝
え
る
記
録
画
と
し
て
の
性
的
を
持
っ
て
お
り
、
能
来
史
料
と
し
て
も
き
わ
め
て
布
川
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
代
表
例
が
、
弘
化
勧
進
能
絵
巻
で
あ
ろ
う
。
江
戸
の
町
名
主
、
斎
藤
川
山
今
の
本
に
な
る
も
の
で
、
能
策
研
究
所
な
ど
に
大
久
保
斑

当
ら
の
手
に
な
る
写
し
が
綾
数
所
川
賊
さ
れ
て
い
る
。
宝
生
家
に
も
月
以
，
肉
恨
の
弘
化
勧
進
能
絵
巻
が
あ
っ
た
が
、
大
臣
の
淀
災
に
よ
り
焼

失
。
し
か
し
、
同
絵
巻
に
基
づ
く
忠
実
な
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
絵
巻
の
而
影
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

弘
化
勧
進
能
絵
巻
は
、
当
時
か
ら
評
判
を
呼
ん
だ
ら
し
く
、
制
作
直
後
よ
り
多
く
の
写
本
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
、
『
斎
藤
月
本
日

記
』
の
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
。
現
存
諸
本
に
は
、
出
能
の
舞
台
凶
や
絵
の
配
列
に
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
異
同
は
、
月

巾
今
自
ら
複
数
の
館
本
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
に
起
間
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
弘
化
勧
進
能
絵
巻
の
概
要
を
、
能
策
研
究
所
蔵
の
大
久
保

能 .JE. fと絵i曲i

砲
告
書
写
本
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
辻
札

・
入
場
切
手
の
模
写
、
能
助
金
問

・
桟
敷
全
開
の
控
え
、
能
場
の
地
図
、
興
行
に
先
立
つ
触
れ
太

鼓
の
問
、
能
川
怖
の
外
観
図
(
「
斎
藤
月
山
今
日
記
』
山
始
、水
元
年
二
川
条
に
こ
の
下
絵
が
拙
か
れ
る
)
、
能
場
入
り
口
の
図
、
興
行
前
の
舞
台
桟

敷
の
側
、
御
出
役
方
詰
所
の
問
、
舞
台

・
総
針
り
の
剛
、
興
行
中
の
持
ム
門
桟
般
の
閥
、
山
氏
側
よ
り
見
た
桟
敷
席
の
問
、
来
Mm一の
問
、
場
内

光
り
物
の
悦
写
問
、

u
m途
に
つ
く
比
物
客
の
凶
、
卜
五
け
間
の
能
許
制
肌
の
慌
写
図
等
か
ら
成
っ
て
お
り
、
勧
進
能
の
始
ま
り
か
ら
終
了
ま

93 

で
、
谷
郎
か
ら
舞
ム
口
市
氏
ま
で
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
術

ηす
る
。
さ
ら
に
は
、
場
内
で
光
ら
れ
て
い
た
隙
々
な
弁
中
l

・
小
物
の
却
の
校
写
を
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も
載
せ
る
と
い
う
倒
到
ぷ
り
で
、
単
な
る
能
の
絵
と
い
う
よ
り
は
(
実
際
、
舞
台
上
の
演
能
の
図
は

一
図
し
か
な
い
て
勧
進
能
の
詳
細
な

記
録
部
と
い
う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
作
品
と
い
え
よ
う
。
江
戸
の
勧
進
能
は
、
江
戸
後
末
期
だ
け
で
も
、
先
延
、
文
化
、
天
保
、
弘
化
と
四

度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
勧
進
能
の
様
子
を
こ
れ
ほ
ど
克
明
に
記
録
し
た
絵
画
資
料
は
他
に
な
い
。
渡
辺
華
山
祭
の

『答

坐
栄
記
』
に
、
天
保
三
年
の
観
世
大
夫
消
長
に
よ
る
勧
進
能
の
様
子
を
描
い
た
十
二
図
が
見
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
桟
敷
席
や

客
席
の
図
も

一
都
合
ま
れ
る
も
の
の
、
視
線
は
も
っ
ぱ
ら
舞
台
上
で
の
演
能
に
注
が
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
能
給
の
系
譜
か
ら
外
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
で
は
、
斎
藤
月
与
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
弘
化
勧
進
能
絵
巻
の
制
作
を
思
い
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

実
は
弘
化
勧
進
能
絵
巻
以
前
に
も
、
勧
進
能
の
機
子
を
克
明
に
揃
い
た
同
様
の
作
口
聞
が
存
在
す
る
。
大
野
勧
進
能
画
巻
の
名
で
知
ら
れ

る
絵
巻
が
そ
れ
で
、
天
保
七
年
、
名
古
屋
の
大
野
舞
台
で
行
わ
れ
た
能
興
行
の
様
子
を
拙
く
作
品
で
あ
る
。
序
文
に
よ
り
務
月
平
総
諜
の

作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
梅
燕
は
伝
不
明
の
人
物
。
全
体
の
構
成
は
、
苦
闘
坤
に
お
け
る
別
番
組
克
弘
の
図
、
大
野
舞
台
の
門
前
図
、

楽
屋
木
戸
肉
、
舞
台
全
体
の
外
観
図
、

舞
台
以
物
桟
敷
の
全
日
以
凶
、
能

・
狂
言
の
舞
台
図
(翁

・
架
焼

・
八
嶋

・
道
成
寺

・
泣
尼

・
望

月
・
靭
披

・
乱
)
、
入
場
切
手
の
模
写
図
、
制
帯
組
の
模
写
凶
か
ら
成
っ
て
お
り
、
弘
化
勧
進
能
と
類
似
す
る
梢
成
を
と
る
。
能

・
狂
言

の
持
台
闘
を
八
闘
も
収
め
て
い
る
点
は
、
そ
れ
以
前
の
能
・
杭
一
百
絵
の
系
諦
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
い
え
よ
う
が
、
舞
台
の
入
り
口
や
客
席

の
様
子
を
克
明
に
揃
く
の
み
な
ら
ず
、
入
場
切
手
や
刷
番
組
の
模
写
閉
ま
で
も
収
め
て
い
る
点
は
、
記
録
画
と
し
て
の
性
格
を
物
語
る
も

の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
絵
巻
は
、
旧
識
者
の
江
島
伊
兵
術
氏
に
よ
る
箱
舎
に
基
づ
い
て
、

「大
野
勧
進
能
回
巻
」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
当
初
か
ら
絵
巻
と
し
て
古
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
袋
綴
冊
子
本
を
巻
子
に
改
装
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
隙
文
に

「猿
楽
図
略
蹴
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
題
を

「猿
楽
図
略
』
と
い
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
大
野
舞
台
で
の
能
興
行
は

そ
も
そ
も
勧
進
能
を
標
務
す
る
も
の
で
は
な
く
、
当
時
名
古
屋
で
は
勧
進
能
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

三
の
丸
天
王
社
へ
の
泰

納
と
い
う
名
目
で
行
わ
れ
た
催
し
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
絵
巻
の
呼
称
と
し
て

「大
野
勧
進
能
面
巻
」
は
適
当
で
は
な
く
、
本
稿
で
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は
係
題
に
従
っ
て

「猿
楽
図
略
』
の品川
u
名
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。

「狭
楽
図
略
』
に
は
泰
月
一ゆ
梅
誌
の
自
序
の
ほ
か
に
、
歌
月
昨
崎
、
す
な
わ
ち
足
.抜
務
士
の
小
田
切
容
江
の
蹴
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

小
田
切
泰
江
は

「名
脇
見
聞
図
会
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
、
政
文
に
よ
れ
ば
、
務
者
の
春
月
本
と
は
「
し
た
し
き
友
」
で

あ
っ
た
と
い
う
。
興
味
深
い
の
は
、
そ
の

「名
陽
見
附
図
会
」
に
も
、

『猿
楽
向
凶
略
」
と
全
く
同
じ
場
面
の
絵
が
、
挿
絵
と
し
て
収
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「猿
楽
関
略
』
の
う
ち
、
舞
台
全
体
の
外
観
悶
を
拙
い
た

「全
図
」
が
そ
れ
で
あ
り
、

「名
脇
見
聞

図
会
」
の
絵
に
は
次
の
よ
う
な
問
中
詞
が
記
さ
れ
て
い
る
(ル
ピ
省
略
)
。

大
野
氏
能
奥
行
の
図

此
能
興
行
あ
り
し
頃
ハ
予
放
あ
り
て
比
物
せ
ず
、
よ
り
て
此
出
ハ
出
す
郁
縦
し
と
忠
ひ
た
り
し
に
、
幸
な
る
か
な
、
予
が
画
友
春
月

芯
7

の
ぬ
し
、
か
の
あ
ら
ま
し
を

一
時
に
編
り
号
て
、
猿
楽
関
略
と
い
ふ
、
さ
れ
パ
彼
本
の
中
な
る
一
闘
を
乞
得
て
漸
愛
に
出
せ
し
の

ミ
也
、
委
し
く
ハ
彼
本
を
凡
て
し
り
給
ふ
ベ
し

ま
た
、
本
文
に
も
「
此
事
委
し
く
ハ
予
が
聞
友
蒋
月
平
ぬ
し
が

一
附
に
つ
f

り
た
れ
パ
、
彼
品
川日
に
ゆ
づ
り
で
愛
に
は
ぷ
く
」
と
あ
り
、

大
野
舞
台
で
の
能
興
行
に
つ
い
て
は
、
お仲M
凡
官
?
の
犠
に
な
る

『出
倶
楽
図
略
」
を
参
照
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。「
猿
楽
図
略
』
は
肉
筆

本
で
あ
り
、
版
本
の
よ
う
に
広
く
流
布
し
た
形
跡
が
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『名
脇
見
聞
刷
会
』
の
著
者
が

『娯
楽
図
略
』
に
言
及

能 ・狂言と絵陶i

し
て
い
る
の
は
、

『猿
楽
-凶
略
』
を
谷
易
に
披
見
で
き
る
環
境
に
あ
る
読
者
を
想
定
し
て
、
右
の
文
が
脅
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ょ
う
。『
名
防
見
開
図
会
』
は
現
在
東
洋
文
庫
と
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
間
帯
館
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
名
古
屋
の
貸
本
庄
、

大
野
屋
惣
八
の
旧
政
務
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
大
野
毘
惣
八
は
江
戸
時
代
最
大
の
貸
本
屋
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
膨
大
な
磁

舎
は
、
明
治
三
十

一
年
か
ら
大
正
六
年
に
か
け
て
漸
次
売
却
さ
れ
、
京
都
大
学

・
東
洋
文
庫

・
鶴
持
中
央
図
書
館
な
ど
、
各
所
に
収
蔵
さ

95 

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
す
る
と
、

『猿
楽
関
略
』
も
、
も
と
は
大
惣
旧
政
の
貸
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
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じ
大
惣
の
貸
本
な
ら
ば
、

「名
陽
見
附
図
会
』
の
読
者
が

「独
楽
関
略
』
を
合
わ
せ
て
参
照
す
る
こ
と
も
、
十
分
に
想
定
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
大
惣
の
蔵
帯
の
全
容
は
、
早
稲
聞
大
学
図
占
館
に
所
蔵
さ
れ
る
大
惣
蔵
存
目
録
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
出
来
、
そ
こ
に
は

つ
描

紗
』
『
諮
州
舞
楽
大
全
』
な
ど
、
能
関
係
の
蔵
書
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
「
写
本

い
る
脊
自
の
中
に
、

「名
陽
見
聞
図
会
」
な
ど
と
並
ん
で
、

「大
野
舞
台
娯
楽
図
誌
」
が
挙
っ
て
お
り
、
こ
れ
が

「猿
楽
図
略
』
を
指
す
可

絵
」
の
.
羽
に
分
類
さ
れ
て

能
性
は
き
わ
め
て
高
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
ご
と
く
、

『猿
楽
図
略
」
が
大
惣
の
貸
本
の
一
冊
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
写
本
な
ど
を
介

し
て
、
斎
藤
月
界
が
こ
れ
を
披
見
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
れ
を
参
照
し
て
弘
化
勧
進
能
絵
巻
を
制
作
し
た
こ
と
も
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
隊
証
は
な
い
が
、

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
、
名
古
川悦
で
は
阿
様
の
絵
本
が
こ
れ
以

前
か
ら
蝶
ん
に
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
く
必
.
要
が
あ
ろ
う
。
小
田
切
者
江
の
師
匠
に
あ
た
る
高
力
種
倍
、
す
な
わ
ち
狭

鍛
山
崎
の
錐
に
な
る

『絞
椴
庵
日
記
』
「
北
斎
大
蘭
即
許
制
日
」
「
出
口
寺
霊
宝
山
間
帳
記
」
な
ど
が
そ
れ
で
、
名
古
川
股
城
下
の
風
俗
や
様
々
な

芸
能
興
行
の
様
子
を
、
詳
細
な
絵
と
と
も
に
記
録
す
る
絵
入
り
本
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
名
古
屋
市
対
院
境
内
で
行
わ
れ
た
女
能
の
輿

行
を
記
録
し
た

『女
謡
曲
採
要
集
」
の
よ
う
な
作
品
も
あ
り
、
や
は
り
大
惣
の
政
計
と
し
て
貸
本
に
供
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
絵
入
り

本
を
斎
藤
月
本
が
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
月
ヰ
の

H
記
に
も
、
自
ら
見
物
に
出
向
い
た
見
世
物
小
原
の
様
子

な
ど
を
揃
い
た
挿
絵
が
散
見
し
、

『続
狼
施
日
記
』
『
名
問
見
附
図
会
』
と
の
聞
係
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
他
、
楽
屋
の
様
子
を
記
録
す
る
絵
画
資
料
に
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
浮
世
絵
博
物
館
蔵
「
邸
内
遊
楽
図
」
の
よ
う
に
、
前
能
の

場
而
や
見
物
席
の
機
子
と
と
も
に
、
舞
台
裂
の
楽
屋
の
光
景
を
描
く
例
は
江
戸
前
期
に
も
あ
る
が
、
幕
末
に
な
る
と
、
楽
屋
で
の
能
役
者

の
姿
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
、
舞
台
裏
の
椴
子
の
み
を
描
く
作
品
群
が
長
場
す
る
。
能
楽
研
究
所
政
「
能
楽
悶
帖
」
、
国
立
能
楽

堂
蔵
「
字
羅
乃
那
賀
女
」
、
早
稲
田
大
学
演
劇
陣
物
館
蔵
「
大
内
御
能
楽
屋
之
図
」
が
そ
れ
で
、
前
二
者
は
場
所
不
明
だ
が
、
後
者
は
幕

米
頃
の
禁
衷
能
の
楽
屋
の
機
子
を
描
く
珍
し
い
作
品
で
あ
る
。
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h
m
彼
楽
関
略
(
鴻
山
文
郎
蔵
)

天
保
七
年
(
一
八
一二
六
)
十
月
に
名
古
屋
の
大
野
舞
台
で
行
わ
れ
た
大
野
時
太
郎
(
宝
生
流
能
大
夫
)
の
能
興
行
の
綴
子
を
錨
く
絵
巻
。
同
年
十
二
月
森

月
平
梅
燕
題
(
序
)
。
同
人
薗
。
歌
月
庵
獄
。
巻
末
に
実
際
の
能
4

抑
制
組
六
日
分
を
貼
付
す
る
。
大
野
の
他
、
片
山
広
助
(
観
世
流
)
・
野
村
三
次
郎
(
金

剛
流
)
ら
、
京
都
の
能
役
者
が
削
減
し
て
お
り
、
宝
生

・
観
世

・
金
剛
流
入
れ
込
み
の
継
し
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
地
方
に
お
け
る
能
興
行

の
災
態
が
具
体
的
に
波
え
る
好
山
科
。
能
舞
台
の
昆
様
の
構
造
や
、
舞
台
の
周
聞
に
照
明
の
蝋
燭
を
設
世
し
て
、
灯
り
を
採
っ
て
い
た
様
子
が
よ
く

分
か
る
。
鍛
文
の
筆
者
欽
月
庵
は
、
絵
師
と
し
て
活
問
航
し
た
厄
桜
滞
士
小

m切
海
江
。
殺
月
官
γ
彬
燕
に
つ
い
て
は
未
詳
。
仮
装
は
袋
綴
附
子
本
。

能 ・狂言と絵神i97 
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ぬ

却

弘

化
勧
進
能
絵
巻
(
鴻
山
文
庫
蔵
)

弘
化
五
年
(
一
八
四
ニ
)
に
宝
生
大
夫
友
子
が
江
戸
村
悶
筋
違
橋
で
興
行
し
た
勧
進
能
の
様
子
を
揃
い
た
絵
巻
。
折
帖
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。
純
平
者
は

江
戸
の
町
名
主
で
、

『江
戸
名
所
閉
会
」
の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
斎
膝
月
以
，
。
観
客
席
の
様
子
、
舞
台
市
誕
の
楽
庄
の
場
訟
を
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

摘
写
で
克
明
に
描
く
。
本
絵
巻
は
月
与
の
生
存
時
か
ら
多
く
の
写
本
が
作
成
さ
れ
た
が
、
大
久
保
時
中
当
(
無
心
老
僕
斑
雪
。
幕
末
か
ら
明
治
則
に
活

動
)
の
お
写
に
な
る
転
写
本
。
能
楽
研
究
所
は
、
同
じ
く
大
久
保
施

3
3写
の
総
務
が
あ
る
弘
化
勧
進
能
絵
巻
を
も
う
一
本
所
蔵
す
る
。

98 
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ぬ
幻
能
楽
同
帖
(
能
楽
研
究
所
蔵
)

能
興
行
の
糠
子
を
楽
屋
の
側
か
ら
姉
く
と
い
う
珍
し
い
趣
向
の
絵
。
楽
屋
入
り
か
ら
支
伎
の
様
子
、
舞
台
へ
の
長
場
、
山
川
能
後
の
片
付
け
、
退
出
ま

で
を
一
述
の
流
れ
と
し
て
挑
写
す
る
。
幕
末
頃
の
作
か
。
泌
能
の
場
所
や
絵
師
な
ど
、
制
作
山
口
設
は
不
明
。
幕
末
明
治
に
治
開
削
し
た
絵
側
、
王
手
菊

州
が
別
治
三
年
・
に
特
き
写
し
た
、
水
資
料
と
ま
っ
た
く
同
内
容
の
画
帖
が
国
立
能
楽
欽
に
現
存
す
る
。
そ
こ
に
は
「
宇
級
乃
那
賀
女
」
(
裂
の
挑

め
)
の
外
題
が
あ
り
、
そ
れ
が
本
資
料
の
も
と
も
と
の
題
名
ら
し
い
。

能・狂言と絵1IIIj99 
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h
u
町
人
御
能
拝
見
之
図
〈
能
楽
研
究
所
蔵
)

山
林
末
明
治
の
浮
世
絵
師
、
楊
州
周
延
が
、
江
戸
城
で
の
演
能
の
様
子
を
刷

版
し
て
拙
い
た
明
治
二
十
二
年
の
作
品
。
江
戸
械
で
は
将
忽
究
下
祝
賀
能

な
ど
の
際
、
江
戸
の
附
人
に
も
白
州
で
の
見
物
を
許
し
た
。
こ
れ
を
町
入

能
と
呼
ぴ
、
銘
天
で
見
物
す
る
町
人
に
は
悶
に
備
え
て
傘
が
支
給
さ
れ
る

似
わ
し
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
捕
か
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
雨
が
持
り
始
め
よ

う
と
す
る
場
前
。
立
錐
の
余
地
も
な
い
町
人
の
見
物
席
は
、
傘
を
差
そ
う

と
す
る
人
々
で
ご
っ
た
が
え
し
て
い
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
何
事
も

な
か
っ
た
よ
う
に
威
儀
を
正
し
て
山
ぼ
っ
て
い
る
武
士
の
姿
が
、
絶
妙
の
対

比
を
生
む
。
な
お
、
こ
の
絵
で
は
白
洲
に
廃
す
武
士
が
雨
ざ
ら
し
で
あ
っ

た
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
文
化
十
二
年
の
市
恥
照
宮
二
百
年
祭
の
総
子
を

揃
い
た

「東
照
宮
二
百
年
祭
絵
珂」

(
国
立
公
文
書
館
総
)
に
よ
れ
ば
、

実

際
に
は
、
能
舞
台
と
自
治
院
と
の
川
に
も
柿
立
の
脱
出
択
が
設
け
ら
れ
て
い

た
ら
し
い
。
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能 ・狂言と絵問10l 

ぬ
泊

中日
山
仮
・
以
一居
御
能
図
(
能
楽
研
究
所
蔵
)

ぬ
犯
と
同
じ
く
楊
州
周
延
恨
の
浮
世
絵
。
明
治
十

一
年
七
月
五
日
に
背
山

大
宮
御
所
能
舞
台
で
行
わ
れ
た
鉾
ム
口
抜
き
能
の
様
子
を
姉
く
。
周
延
は

「
背
山
仮
皇
居
」
と
す
る
が
、
英
昭
…
皇
太
后
の
大
宮
御
所
の
誤
り
。
当
日

は
宝
生
九
郎
の

「道
成
守
」
、
彬
若
突
の
「
正
尊
」
な
ど
が
淡
じ
ら
れ
た
。

こ
の
日
出
演
し
た
悔
若
災
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
明
治
天
弘
、
英
照
泉
大
后
、

伏
見
官
、
有
桶
川
{
お
ら
笹
山
本
の
ほ
か
、
女
官
た
ち
も
見
物
し
た
と
あ
る
。

本
凶
が
闘
而
前
而
に
多
数
の
女
{
自
の
姿
を
揃
き
込
ん
で
い
る
の
は
、
そ
う

し
た
事
実
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
美
人
州
を
得
意
と
し
た
周
延
だ

け
に
、
美
人
の
姿
を
紡
か
ん
が
た
め
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
可
能
性

も
あ
ろ
、
つ
。
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能
の
物
語
を
描
く
絵
画

持
台
上
で
演
じ
ら
れ
る
能
を
摘
く
絵
画
と
は
異
な
り
、
能
の
物
語
の
坊
対
を
自
由
に
膨
ら
ま
せ
て
絵
副
化
し
た
作
品
を
、
「
能
の
物
語

を
摘
く
絵
画
」
と
分
類
し
た
い
。
そ
の

一
つ
は
能
絵
巻

・
能
総
本
な
ど
と
呼
ば
れ
る
、

一日制・本・の
押
絵
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
而
を
描
き
込
ん
だ

絵
入
り
本
で
あ
る
。
近
世
初
頭
の
物
語
絵
巻
の
流
行
を
背
討
に
、
隅
田
川
の
草
子

・
松
風
村
町
(
ス
ペ
ン
サ
l
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
)
・
松
風

村
雨

・
三
井
寺
絵
巻
(
王
舎
城
美
術
宝
物
館
蔵
)
・
郡
山
校
胤
(大
阪
女
子
大
学
蔵
)
・
熊
野
絵
巻
(行
興
寺
蔵
)
・
百
万
絵
巻

・
絵
入
り
訳
本

百
万
(
国
立
能
楽
堂
蔵
)
・
観
世
流
絵
入
稲
本
六
帯
(東
洋
文
庫
蔵
)
・
道
成
寺
謡
絵
図
(大
英
闘
世
館
蔵
)
な
ど
多
く
の
作
品
が
制
作
さ
れ
て

お
り
、
現
在
、
室
町
末
期
か
ら
覚
文

・
延
宝
則
に
い
た
る
約
二
十
点
の
作
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
椴
相
は
実
に
様
々
で
あ
る
。
「
隅
凹
川
の
草
子
」
の
よ
う
に
、
実
際
の
舞
台
の
淡
技
を
あ
る
程
度
反
映
し
た
挿
絵
を
描
く
作
例
も
あ

一
概
に
能
絵
巻

・
能
絵
本
と
い
っ
て
も
、

れ
ば
、
「
百
万
絵
巻
」
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
実
際
の
舞
台
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、

参
祐
容
で
賑
わ
う
嵯
峨
大
念
仏
会
の
場
而
な
ど
、
随

所
で
写
実
的
な
場
長
姉
写
を
行
、
つ
作
例
も
あ
り
、
ま
た

「観
世
流
絵
入
諮
本
六
脊
」
の
よ
う
に
、
舞
台
上
の
演
技
と
は
無
附
係
に
、
能
の

物
語
の
情
景
を
自
由
に
絵
画
化
し
た
作
例
も
あ
る
。
詞
立
の
持
体
も
様
々
で
、
「
百
万
絵
巻
」
の
調
性
が
御
家
流
の
脱
祭
で
あ
る
の
に
対

し、

「松
風
村
雨
」
は
光
悦
流
の
書
家
の
手
に
な
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
う
し
た
多
椋
牲
は
、
能
絵
巻

・
能
絵
本
の
制
作
の
場

が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
能
の
絵
入
り
本
の
中
で
、
共
体
的
な
制
作
背
景
が
知
ら
れ
る
の
は
、
「
隅
田
川
の
草

子
」
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
作
者
は
観
世
座
脇
方
の
編
王
神
右
衛
門
盛
義
で
、
奥
ぷ
口
に
よ
れ
ば
、
江
戸
詰
が
長
く
続
き
、
病
気
を
煩
っ
て

い
た
盛
義
が
、
形
日
比
の
品
と
し
て
娘
に
附
る
た
め
、
自
ら
銃
を
執
っ
た
の
だ
と
い
う
。
能
の
絵
入
り
本
の
制
作
に
、
絵
師
な
ら
ざ
る
人
物

が
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
享
受
聞
と
し
て
年
若
い
女
性
の
存
在
が
窺
え
る
点
で
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も
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
な
能
の
絵
入
り
本
は
、
物
語
絵
巻
の
・
哀
退
と
と
も
に
、
江
戸
中
期
に
は
ほ
と
ん
ど
作
ら
れ
な
く
な
る
が
、
絵
入

ほ
か
、

能

「
Mm待
」
の
物
語
を
絵
同
化
し
た
紙
之

り
文
学

S
の
出
版
ブ
l
ム
に
来
っ
て
、
字
削
体
二
十
年
に
は
能
五
十
曲
の
作
品
の
物
語
絵
を
挿
絵
に
収
め
た

「訴
曲
面
誌
』
が
刊
行
さ
れ
た

さ
ら
に
ド
っ
て
附
和
ト
七
年
に
も
、

M
川
「接
待
」
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
近
年
で
は
、

子
供
向
け
の
能
の
絵
本
が
い
く

っ
か
州
版
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
能
の
物
芯
絵
的
展
開
の

一
例
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
能
と
絵
酬
と
の
閃
わ
り
の

一
つ
に
、
「
物
語
の
中
の
淡
能
問
」
と
分
類
す
べ

き
絵
両
資
料
も
あ
る
。
室
町
物
語
絵
巻
や
、
江
戸
別
の
絵
入
り
狂
言
本
、
浮
世
草
子
な

ど
の
附
絵
に
描
か
れ
る
、
物
語
中
の
泌
能
紙
切
胸
、
劇
中
劇
と
し
て
の
円
以
能
場
面
が
そ
れ

で
あ
る
。
物
語
や
劇
と
い

っ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
世
界
に
お
け
る
場
良
姉
与
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
浦
作
品
と
は
大
き
く
れ
怖
が
児
な
る
が
、

室
町
物
.九州
絵
巻
の
よ

、つに、

そ
の
成
以
が
十
六
附
一
紀
に
ま
で
遡
る
作
品
の
帆
制
作
、

そ
こ
に
拙
か
れ
た
出
能
の

場
政
は
、
州
抗
と
し
て
も
そ
れ
な
り
に
点
要
な
立
味
を
持
っ
て
い
よ
う
。
例
え
ば
、

「古
典
和
義
本
民
示
即
売
会
目
録
』
(
平
成
十
五
年
。

↑
誠
常
持
病
)所
載
の
絵
巻

「剣

能 .~E .J と絵i曲i

巻
」
(
所
在
不
明
)
は
、

『太
平
記
』
の
大
森
彦
七
却
に
基
づ
く
物
語
絵
巻
で
あ
る
が
、

そ
の
中
に
、
邸
内
の
庭
に
設
け
ら
れ
た
仮
設
舞
台
で
の
泌
能
の
場
面
が
捕
か
れ
て
い
る
。

ト
六
険
紀
に
お
け
る
実
際
の
泊
能
の
場
以
が
反
映
さ
れ
て
い
る
吋
能
性
が
向
く
、
能
舞

103 

ム
け
の
構
浩
も
内
.
時
の
-ru態
を
と
ど
め
て
い
る
(同
版
7
)。

~ 

1::(1版 7
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I似

h
M

熊
野
絵
巻
(
徳
川
如
何
夫
氏
政
)

能
「
熊
野
」
の
調
ぷ
に
奈
良
絵
本
鼠
の
絵
を
み
き
入
れ
た
能
絵
巻
の
一
本
。
花
見
の
淵
安
の
助
隊
で
は
、
能
の
川
市
に
は
見
え
な
い
磯
子
方
の
人
名

ま
で
い
ち
い
ち
注
記
す
る
点
が
珍
し
い
。
「
熊
貯
」
ゆ
か
り
の
寺
、
行
興
寺
に
も
宅
町
中
氷
山
間
頃
成
伝
の
『
熊
野
絵
巻
』
が
伝
わ
り
、
本
山
刊
は
そ
の
行

興
寺
本
を
絵
の
揃

vvは
も
と
よ
り
、
宇
の
h
A
M

体
、
中
間
の
刷
、
改
行
似
悦
に
い
た
る
ま
で
山崎
尖
に
悦
ぴ
し
た
も
の
た
だ
し
、
行
拠
点
サ
本
の
飾
付
や

行
聞
の
作
き
込
み
は
.
印
刷
口
臨
附
さ
れ
て
い
る
本
絵
巻
の
制
作
年
代
は
不
明
な
が
ら
、
行
制
問
中
本
は
大
一比
三
年
に
市
民
打
を
合
め
た
火
山川
悦
な
愉
修
が

な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
納
修
の
際
に
mmpr
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
怨
定
さ
れ
ょ
う
か
。

f 竺」 戸、

h 担「

/'. 
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ぬ
お
伝
松
平
伊
豆
{
寸
川
磁
謡
本
(
鴻
山
文
庫
蔵
)

紙
一千
伊
豆
守
信
綱
が
将
軍
か
ら
拝
領
し
た
と
の
伝
承
を
持
つ
制
限
世
流
の
読
本
。
全
九
十
八
冊
。
本
文

・
節
付
か
ら
江
戸
初
期
、
慶
長
一
切
の
符
と
推
定

さ
れ
る
。
九
色
か
ら
な
る
カ
ラ
フ
ル
な
表
紙
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
耐
の
内
容
を
絵
耐
化
し
た
金
銀
泥
絵
を
姉
く
。
近
世
初
頭
の
一
説
本
に
は
同
組
の
表
紙

絵
を
伴
う
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
大
半
は
風
荻
姉
写
で
あ
り
、
本
語
本
の
よ
う
に
人
物
像
を
大
き
く
姉
く
も
の
は
珍
し
い
。
能
の
物
濡
絵
の
円
十
い
事

例
と
し
て
設
問
さ
れ
る
。
写
真
は
「
二
人
静
」
「
間
物
質
妃
」
の
表
紙
。

「二
人
静
」
の
表
紙
で
は
、
mm御
前
の
認
が
取
り
滋
い
た
来
摘
女
の
ルゆ
か
ら
、

重
体
が
安
を
現
す
場
面
の
梢
写
が
興
味
深
い
。

自~ .狂召と絵随

1・lZIii守、LA- - E
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二人静
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h
M刊
誌

山
商
誌
(能
楽
研
究
所
蔵
)

字
保
ニ
サ
年
(
一
七
三
五
)
に
刊
行
さ
れ
た
能
の
絵
入
り
解
説
本
。
編
者
、
中
村
三
近
子
は
京
都
の
人
で
、
元
禄
か
ら
卒
保
に
か
け
て
数
多
く
の
感
紫

舎
や
絵
入
り
文
学
舎
を
仙
版
し
て
い
る
。
絵
は
大
坂
の
絵
師
、
揃
守
図
(狩
野
派
総
沢
探
山
門
人
)
の靴下
。
会
十
巻
。
各
巻
に
五
曲
ず
っ
、
計
五
十
仰

を
収
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
の
内
容
を
物
持
絵
風
に
術
く
。
写
真
は
「
鉄
輪
」
と
「
玉
井
」
の
図
。
「鉄
輪」

で
は
、
男
に
捨
て
ら
れ
て
鬼
と
な
っ
た

火
の
怨
念
を
大
胆
な
表
現
で
椛
き
、
「
玉
井
」
で
は
、
臨
ん
討
の
井
戸
の
姿
を
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
に
描
写
す
る
。

106 

鉄総

玉Jt
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尚
幻
紙
芝
居
「
桜
待
」
(
能
楽
研
究
所
蔵
)

昭
和
十
七
年
に

H
本
教
育
紙
芝
印
刷
協
会
が
制
作
し
た
能
「
摂
待
」
の
紙
芝
居
。
タ
イ
ト
ル
に

「詰
山
物
語
接
待
」
と
あ
る
よ
う
に
、
能
「
娯
待
」

を
物
一油
絵
と
し
て
絵
固
化
し
た
作
品
。
金
二
十
四
枚
。
泉
町
に
各
場
一聞
の
説
明
や
登
場
人
物
の
セ
リ
フ
を
現
代
読
で
記
す
が
、

↑
部
、
一
日制
山
の

一
節

を
節
付
け
と
と
も
に
一不
す
筒
所
も
あ
り
、
謡
の
聞
か
せ
ど
こ
ろ
で
は
泌
者
が
自
ら
誌
を
披
露
す
る
、
と
い
う
趣
向
。
能
で
は
「
奴
待
」
と
表
記
す
る

の
が
通
例
だ
が
、
本
紙
芝
居
は
「
扱
待
」
と
表
記
す
る
。

能 ・狂言と絵i由i107 
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お
わ
り
に

能
・
紅
一
言
と
絵
耐
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
全
体
を
品
開
陳
す
る
よ
う
に
眺
め
て
き
た
。
能

・
狂
言
が
い
か
に
軍
附
的
に
絵
画

と
関
わ
っ
て
い
た
か
、
そ
の

一
端
を
示
す
こ
と
は
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
こ
れ
以
外
に
も
、
な
お
取
り
上
げ
る
べ
き
問
題
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
能
の
作
品
世
界
の
意
庇
化
や
見
立
て
の
問
題
が
あ
る
。
能
の
作
品
に
登
場
す
る
象
徴
的
景
物
、
す
な
わ

ち
〈狸
々
〉
を
附
示
す
る

.mの
盃
、
あ
る
い
は
〈羽
衣
〉を
暗
示
す
る
松
樹
に
か
か
る
衣
と
い
っ
た
作
品
の
モ
チ
ー
フ
は
、
機
々
な
絵
岡

・
染

織

・
工
芸
口
聞
に
意
匠
と
し
て
取
り
込
ま
れ
、
泣
か
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
う
し
た
象
徴
的
以
物
を
用
い
て
能

・
狂
言
を
絵
岡
化
し

た
作
品
の
H
A
ハ
体
例
と
し
て
、
能
の
カ
ル
タ
や
双
六
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
多
く
は
大
名
家
や
公
家
の
川
政
品
で
、
過
半
は
江
戸
後
期
か

ら
幕
末
に
か
け
て
の
制
作
ら
し
い
。
能
楽
研
究
所
に
も
、
江
戸
後
期
頃
制
作
の
能
楽
双
六
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
作
り
物
や

而

・
装
米
な
ど
を
揃
い
て
、
曲
名
を
附
示
す
る
手
法
が
と
ら
れ
て
お
り
、
能

・
狂
誌
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
級
相
を
示
し
て
い
る
。
必
小
限

の
小
道
具
を
象
徴
的
に
朋
い
る
能

・
狂
言
は
、
そ
も
そ
も
絵
繭
化

・
窓
庇
化
さ
れ
や
す
い
減
劇
で
あ

っ
た
。
帯
を
持
つ
老
人
夫
鮒
の
姿
を

揃
け
ば
、
殺
も
が
そ
れ
を
能
〈向
砂
〉
の
絵
と
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
象
倣
的
以
物
が

一
一
位
の
記
号
と
し
て
、
能

・
狂
言
の
作

品
世
界
を
辿
想
さ
せ
る
よ
う
出
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
多
様
な
絵
画
的
展
開
も
、
そ
の
よ
う
な
能

・
狂
言
の
協
劇
的

性
絡
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

↑
方
で
、
能
・
狂
言
の
絵
師
資
料
に
は
、
歌
舞
伎
の
役
者
絵
の
よ
う
な
、
特
定
の
役
者
の
舞
台
姿
を
描

い
た
作
品
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
能
而
を
用
い
て
い
る
た
め
、
役
者
の
似
顔
絵
を
描
く
の
に
そ
も
そ
も
適
し
て
い
な
か
っ
た
と
も
言

え
る
が
、
而
を
ほ
と
ん
ど
用
い
な
い
狂
言
の
絵
回
資
料
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
も
、
能

・
狂
言
の
絵
画
の
一
つ
の
特
徴

で
あ
る
こ
と
を
m
以
後
に
指
摘
し
て
、
・
本
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
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尚
お
能
楽
双
六
〈
能
楽
研
究
所
総
)

能

・
狂
一言
に
取
材
し
た
、
金
三
ト
八
マ
ス
の
双
山ハ
。
振
り

出
し
が
能
舞
台
で
、
上
り
が
能

「続
々
」
悶
。
マ
ス
の
-m-

の
数
字
は
饗
の
日
を
表
す
。
各
マ
ス
に
は
、
能

・
狂
言
に

川
い
ら
れ
る
衣
装
や
小
道
具
な
ど
が
姉
か
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
山
闘
を
陥
示
す
る
。
江
戸
後
期
頃
の
作
か
。
川町似

の
能
楽
双
ムハ
に
は
、
会
百
一一一
十
六
マ
ス
に
も
及
ぶ
本
多
総

u
川
崎
山
政
「
謡
双
六
」
や
、
国
ぷ
能
枇
本
金
蔵

「能
楽
双
六
」

な
ど
が
あ
る
。
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(付
記
)
本
舗
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
徳
田
和
夫
氏

・
河
鍋
柿
夫
氏

・
川体制初刊
誌
氏

・
野
円
隆
行
氏
に
極
々
御
教
示
を
得
た
。
米
市
な
が

ら
一
叩
く
御
礼
巾
し
k
げ
る
。


